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１０月４日絶好の稲刈り日より。湯田小学校で全校
児童１２２人による学校田の稲刈りが行われ、６年
生が稲の束ね方を行いました（関連記事１９Ｐ）

昔からの技術を学ぶ
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スポーツ関係･･････････････････････12～14P
地域レーダー･･････････････････････････19P
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5億120万円（6.6%）

町債
施設整備などの建設事業を行うときに借りるお金

自
主
財
源
14.2
％

依
存
財
源
85.8
％

5億2,562万円（6.9％）
町税 住民税、固定資産税など

5億5,124万円（7.3%）
そのほか 使用料、手数料、寄附金など

そのほか

14億9,971万円（19.9%）

国・県支出金
事業を行うときの国や県からの補助金、負担金

42億9,446万円（56.8%）

地方交付税
全国の市町村で、等しく行政サービスが
受けられるよう国から交付されるお金

一人当たりにすると？

77,003円
町　税

25,953円
町民税

42,509円
固定資産税

2,481円
軽自動車税

4,209円
たばこ税

1,850円
入湯税

内訳

こ
の
よ
う
に
使
い
ま
し
た

総額　75億6,583万円
（前年度と比較して2.3％増）

一人当たりの
金額は３月末
の人口（6,826
人）で計算し
ています。

一般会計・歳入

平
成
22
年
度
の
決
算
が
町
議
会
９
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
１
年
間
、
町
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

数
字
上
で
は
、
お
よ
そ
６
憶
６
６
０
０
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
５
億

１
０
０
０
万
円
が
23
年
度
へ
の
繰
越
事
業
費
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

※

数
値
は
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
合
計
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

1億9,360万円（2.5%）

町民一人当たりにすると　73,425円

●特別会計と沢内病院事業会計の状況

老人保健特別会計 後期高齢者医療特別会計

歳出
6,071万円

歳入
6,440万円

歳出
1億978万円

歳入
1億1,318万円

歳出
6億3,063万円

歳入
6億2,063万円

歳出
10億2,379万円

歳入
10億4,793万円

歳出
1,026万円

歳入
1,068万円

歳出
4億12万円

歳入
4億1,693万円

歳出
17万円

歳入
17万円

歳出
7,373万円

歳入
7,380万円

農業集落排水事業特別会計

介護保険特別会計
保険事業勘定

介護保険特別会計
介護サービス事業勘定

下水道事業特別会計 温泉事業特別会計 国民健康保険沢内病院事業会計
収益的収支
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総額　69億14万円
（前年度と比較して4.6％減）

一般会計・歳出
一人当たりにすると？

主 な 事 業
171,443円
民生費

119,685円
土木費

68,589円
農林水産業費

92,861円
衛生費

94,855円
教育費

198,894円
総務費

170,022円
公債費

56,497円
災害復旧費・そのほか

38,015円
商工費

11億7,027万円（17.0％）

民生費
町民の福祉向上、児童福祉に

8億1,697万円（11.8％）

土木費
町の道路整備や除雪経費に

4億6,819万円（6.8％）

農林水産業費
町の農業振興や農地整備に

6億3,387万円（9.2％）

衛生費
町民の健康増進、予防活動に

6億4,748万円（9.4％）

教育費
学校教育、社会教育に

2億5,949万円（3.8％）
商工費 町内企業、観光産業の活性化に

13億5,765万円（19.7％）

総務費
公共施設の維持管理、自治活動振興に

11億6,057万円（16.8％）

公債費
既存の施設整備にあてた借金の返済に

3億8,565万円（5.5％）
災害復旧費・そのほか

商工会運営補助　　710万円
若年者ふるさと就職支援　　460万円

錦秋湖マラソン等イベント開催　　940万円

農業担い手応援　　713万円
農業振興センター活動　　974万円
林道ガードロープ補修　　578万円

町道舗装補修　　660万円
川尻流雪溝ポンプ更新　6,279万円
町道東側幹線道路改良　9,586万円

学校施設耐震補強　3,088万円
小学校開校・閉校準備事業　1,191万円

町民劇場制作事業　　　88万円

最終処分場閉鎖　　721万円
総合成人病健診　1,558万円

老人医療費給付事業　4,457万円
学童保育施設整備事業　3,881万円

テレビ共聴施設改修費補助　2,805万円
地方交通路線対策事業　1,467万円

防火水槽設置　　495万円
全国瞬時警報システム整備　　840万円

 「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、平成22年度決算を
もとに算定した財政健全化判断比率および資金不足比率を公表します。

経営健全化基準
20.0
20.0
20.0
20.0
20.0

（単位：％）

※黒字のため「－」と表記

■資金不足比率

簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
温 泉 事 業 特 別 会 計
沢 内 病 院 事 業 会 計

会計の名称 西和賀町
－
－
－
－
－

実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将 来 負 担 比 率

早期健全化基準
15.0
20.0
25.0
350

（単位：％）

※実質赤字比率、連結赤字比率は黒字のため「－」と表記

■財政健全化判断比率
西和賀町

●健全化判断比率および資金不足比率の公表

国民健康保険特別会計

歳出
8億1,334万円

歳入
9億9,028万円

歳出
3億6,793万円

歳入
3億7,574万円

簡易水道事業特別会計

－
－
14.8
105.3

財政再生基準
20.0
35.0
35.0

・実質赤字比率
　一般会計の赤字の程度を指標
　化したもの

・連結実質赤字比率
　すべての会計の赤字の程度を
　指標化したもの

・実質公債費比率
　借入金の返済額およびこれに
　準じる額の大きさを指標化し、
　資金繰りの程度を示したもの

・将来負担比率
　一般会計の借入金や将来支払
　っていく可能性のある負担な
　どの、現時点での残高を指標
　化し、将来財政を圧迫する可
　能性の度合いを示したもの

◎用語説明
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　西和賀町ブロードバンド整備事業が完成し、10月1日から告知端末放送、10月3日からＮＴＴブロードバンドサービ
スを開始しました。
　告知端末周辺機器の使用方法および、今回町内に敷設された光ファイバについてお知らせします。

＝告知端末周辺機器使用説明＝

ＯＮＵ（光変換装置） 告知端末機

　西和賀町がブロードバンドサービスが可能になったことに伴い、ＮＴＴの代理店業者から電話による勧誘が
行われております。ブロードバンドサービス（光インターネット）の利用の意志がない場合は、はっきりと断
って下さい。なお、断っても、同じ業者からしつこく電話がかかってくるなど、悪質な勧誘等がありましたら、
役場総務課地域振興グループへご連絡下さい。　☎82-3281まで

10月１日開始10月１日開始
告知端末放送、ＮＴＴブロードバンドサービス開始しました告知端末放送、ＮＴＴブロードバンドサービス開始しました
10月１日開始10月１日開始
告知端末放送、ＮＴＴブロードバンドサービス開始しました告知端末放送、ＮＴＴブロードバンドサービス開始しました
10月１日開始
告知端末放送、ＮＴＴブロードバンドサービス開始しました

電源ランプ 電源ランプ

光入力・通信ランプ ＬＡＮ１ランプ

※異常が無ければ、
　常時点灯しています。

※異常が無ければ、
　常時点滅しています。

状態確認ランプ チャンネル選択スイッチ

※異常が無ければ、
　常時すべて点灯
　しています。

❶チャンネル
　西和賀町有線放送、議会中継
❷チャンネル
　ＮＨＫＦＭ（ＦＭ放送）
❸チャンネル
　ＦＭ岩手（ＦＭ放送）
※ＯＦＦにすると緊急時の告知
　放送以外放送されません。

ボリューム
調整スイッチ

※最小にしても、
　小さい音で
　放送されます。

ＮＴＴブロードバンドサービス開始に伴うご注意とご連絡

全国瞬時警報システム【J－ALERT】（Ｐ5参照）の緊急放送も
告知端末機スピーカーから流れます。

ジェイ　アラート
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　今回整備した事業において、町内全域に光ファイバを敷設しています。
　敷設に際して、共架の基準を満たしていますが、車高の高い車の運転やクレーン等での作業の際には、十分ご注意下
さい。また、各戸へ引き込んでいる光ファイバについても、切断や折り曲げたりしないようお願いします。切断や折り
曲げによって、通信障害等が発生した場合、原因者に修理費をご負担いただくことになりますので、十分ご注意願います。

緊急時に告知端末機からお知らせが…

　町は10月1日から全国瞬時警報システム（Jー ALERT）の運用を開始します。家庭や職場などで放送を聞いた
ときは、テレビやラジオで情報を収集するなどして冷静に行動しましょう。

　国が緊急地震速報や武力攻撃など、すぐに対処しなければならない事態が発生した場合に、人工衛星と防災行
政用同報無線を利用して瞬時に警報などを伝えるシステムです。西和賀町では、国から配信された情報を人工衛
星を経由し告知端末機を通じて、町民の皆さんへお伝えします。
【緊急放送される情報】
　•緊急地震速報（震度5弱の揺れが予想されるとき）
　•震度速報（震度4以上の揺れがあったとき）
　•弾道ミサイル情報　　•航空攻撃情報
　•ゲリラ・特殊部隊攻撃情報　　•大規模テロ情報
　全国瞬時警報システムは、消防庁が送信した情報を受信
し自動で告知端末機から放送されます。そのため、誤報が
生じる場合も考えられます。その場合は自動的に訂正放送
が流れますので、慌てずに行動してください。
●お問い合わせ先　総務課・管財防災グループ　☎82‒3281

光ファイバの切断などに注意を

住宅のリフォーム等に際して
　住宅のリフォームで、町の光ファイバを移設、または、取り外しが必要な場合は必ず役場総務課まで連絡をお願いし
ます。町で、取り外し工事の手配を行います。その際の取り外し及び取り付け手数料（30,000円程度）は依頼者からご
負担いただきます。
　また、連絡が無く光ファイバを切断した場合は、原因者に全ての修理費をご負担いただくこととなりますのでご注意
下さい。

※光ファイバケーブルについて
　光ファイバケーブルは、特殊な加工によって接続されています。
そのため、通常のケーブルと違い、途中でつなぐことができません。
誤って切断した場合、つなぎ目から次のつなぎ目までの一本を全て
新しいケーブルに交換となります。修理費用も通常のケーブルより
高額（各戸への引込み線切断の場合15万円前後）となりますので、
安易にケーブルを切断しないようご注意下さい。また、リフォーム
や、工事等で光ファイバに支障がある場合は必ず役場までご相談下
さい。
●お問い合わせ先　総務課・地域振興グループ　☎82‒3281

ジェイ　アラート

全国瞬時警報システム（JーALERT）とは全国瞬時警報システム（JーALERT）とは
ジェイ　アラートジェイ　アラート

全国瞬時警報システム（JーALERT）とは
ジェイ　アラート

全国瞬時警報システム（JーALERT）の運用を開始します全国瞬時警報システム（JーALERT）の運用を開始します全国瞬時警報システム（JーALERT）の運用を開始します全国瞬時警報システム（JーALERT）の運用を開始します全国瞬時警報システム（JーALERT）の運用を開始します

光ファイバにご注意下さい光ファイバにご注意下さい光ファイバにご注意下さい光ファイバにご注意下さい光ファイバにご注意下さい
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◆
な
ぜ
条
例
が
必
要
な
の
で
す
か
？

　

国
の
地
方
分
権
改
革
に
よ
り
、
法
律
上
国

と
地
方
自
治
体
は
「
対
等
」
関
係
に
な
り
、

国
か
ら
地
方
へ
の
権
限
や
財
源
の
移
譲
が
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
町
村
は
以
前

よ
り
も
国
や
県
の
関
与
を
受
け
な
い
自
由
な

行
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
役
割
と
責
任
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
自
分
た
ち
の
地

域
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
決
め
る
「
自
己
決

定
・
自
己
責
任
」
の
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
思
を
町
政

に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
町
民
参
画
と
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

不
可
欠
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
ど
ん
な
こ
と
が
書
い
て
あ
る
で
す
か
？

　

こ
の
条
例
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
自
治
の

主
役
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
参
画
と
協
働

に
よ
る
自
治
を
進
め
る
こ
と
で
、
住
み
よ
い

ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

条
例
制
定
の
背
景
や
基
本
的
な
考
え
方
な

ど
を
規
定
し
た
前
文
、
目
指
す
ま
ち
の
姿

（
第
２
章
）
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
原
則
（
第

３
章
）
、
町
民
の
権
利
と
責
務
（
第
４
章
）

な
ど
、
14
章
34
条
の
条
文
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
町
政
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い

て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
思
を
直
接
確
認
す

る
た
め
の
、
住
民
投
票
制
度
に
関
し
て
も
規

定
し
て
い
ま
す
。

◆
条
例
で
何
が
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
？

　

こ
の
条
例
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
ま
ち
づ
く
り
の
制
度
や
手
法
の
裏
づ
け
を

体
系
的
に
整
理
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
最
初
の
う
ち
は
目

に
見
え
て
変
わ
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
は
少
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
こ
の
条
例
に
よ
っ
て
町
民
、
議

会
及
び
行
政
の
役
割
が
明
確
に
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
条
例
の
基
本
原
則
で
あ
る
情
報
共
有

や
町
民
の
参
画
を
意
識
し
な
が
ら
、
と
も
に

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

条
例
制
定
は
、
町
民
主
体
の
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
の
第
一
歩
な
の
で
す
。 

　

「
西
和
賀
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
は
、
町
議
会
定
例
会
で
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
、
９
月
14
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
原
則
や
、
町
民
、
議
会
及
び
行
政
の
役
割
、
ま
ち
づ
く
り
の
進
め

方
な
ど
を
定
め
た
も
の
で
、
町
の
最
高
規
範
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

今
後
、
「
住
民
投
票
条
例
（
仮
称
）
」
な
ど
の
関
連
条
例
を
整
備
し
、
来
年

１
月
に
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

施
行
は
平
成
24
年
１
月
１
日

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

まちづくり基本条例の考え方のイメージ

【基本原則】
情報共有
参　　画
協　　働

条例、予算など議案の提出

審議会などへの参加
意見の提出
住民投票の請求

請願、陳情
傍聴など

議会

町民

行政

議案の議決、町政運営に
対する監視

情報提供、公開
個人情報の保護
説明責任

町民意思の把握
会議の公開や情報
提供による開かれ
た議会運営
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◆
条
例
の
ポ
イ
ン
ト

　

具
体
的
に
こ
の
条
例
が
何
を
目
指
し
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
ど
う
関
わ
る
の
か

を
紹
介
し
ま
す
。

〔
情
報
共
有
が
も
っ
と
進
む
よ
う
に
な
り
ま

す
〕

　

町
民
、
議
会
及
び
行
政
が
力
を
合
わ
せ
、

参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
は
、
町
政
に
関
す
る
情
報
を
互
い
に
共
有

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
条
例
で
は
、

「
情
報
共
有
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
原
則

の
一
つ
と
定
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
行
政
に

関
す
る
情
報
を
知
る
権
利
を
保
障
す
る
と
と

も
に
、
行
政
や
議
会
が
「
分
か
り
や
す
く
、

か
つ
入
手
し
や
す
い
方
法
」
で
情
報
を
提
供

す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
を
明
確
に
規
定
し
て

い
ま
す
。

　

町
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
告
知

端
末
な
ど
様
々
な
方
法
を
用
い
て
分
か
り
や

す
い
情
報
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

〔
町
民
の
皆
さ
ん
の
考
え
が
も
っ
と
町
政
に

反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
〕

　

こ
れ
ま
で
も
、
行
政
各
部
署
の
判
断
で
様

々
な
町
民
参
画
の
取
り
組
み
は
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
特
に
条
例
や
規
則
な
ど
の
裏
づ

け
の
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
条
例
で
定
め
ら
れ
た
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
権
利

や
、
町
政
運
営
に
参
画
す
る
権
利
の
保
障
に

よ
り
、
今
後
は
町
民
参
画
の
場
が
さ
ら
に
増

え
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
町
民
参
画
の
具
体
的
な
仕
組
み
な

ど
は
、
今
後
指
針
等
を
定
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
、

よ
り
積
極
的
な
町
政
へ
の
参
画
が
求
め
ら
れ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
〔
町
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
も

っ
と
応
援
し
ま
す
〕

　

こ
の
条
例
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

対
す
る
町
の
支
援
や
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
制
度
の
整
備
に
関
し
て
も
規

定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
町
民
、
議

会
及
び
行
政
が
力
を
合
わ
せ
、
こ
の
条
例
を

運
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
ぞ
れ
が
持
つ
知
恵
、
技
術
、
情
報
、
資
金

な
ど
を
出
し
合
い
、
役
割
に
応
じ
て
連
携
・

協
力
し
な
が
ら
、
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

条
例
の
本
文
と
解
説
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
湯
田
・
沢

内
の
両
役
場
庁
舎
で
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け

ま
す
。

　

こ
の
条
例
に
関
す
る
出
前
講
座
も
行
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先
／
政
策
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
８
２
ー
３
２
８
４

　

町
村
合
併
で
誕
生
し
た
西
和
賀
町

の
、
新
し
い
町
と
し
て
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
ル
ー
ル
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
長
い
道
の
り
で
し
た
が
、
よ
う

や
く
形
が
で
き
あ
が
り
、
ほ
っ
と
し

て
い
ま
す
。

　

色
々
な
立
場
や
考
え
方
が
あ
る
中

で
、
ま
っ
さ
ら
な
状
態
か
ら
一
つ
の

も
の
を
作
り
上
げ
る
の
は
大
変
な
作

業
で
し
た
が
、
あ
る
程
度
み
ん
な
が

合
意
で
き
る
も
の
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　

町
民
、
議
会
及
び
行
政
の
三
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
認

識
し
、
町
民
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く

り
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
、
こ
の

条
例
で
定
め
た
「
目
指
す
ま
ち
」
に

近
づ
い
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
条
例
を
い
か

に
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
身

近
な
も
の
に
し
て
い
く
か
が
課
題
で

す
。
町
民
同
士
の
会
話
の
中
で
、
自

然
に
こ
の
条
例
の
こ
と
が
話
題
に
上

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
西
和
賀
町
は
い

い
町
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

町まちづくり基本条例を
つくる会
代表　高橋 浩幸さん
（弁天）

　

こ
の
条
例
制
定
の
取
り
組
み
は
、
町

民
の
任
意
組
織
「
西
和
賀
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
を
開
く
会
」
か
ら
の
要
望
が

き
っ
か
け
で
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
町
は
条
例
案
の
検
討
は
町
民
主
体

で
進
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
、

公
募
会
員
12
人
に
議
会
議
員
と
町
職
員

各
２
人
を
加
え
、
検
討
組
織
「
西
和
賀

町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
つ
く
る
会

（
以
下
「
つ
く
る
会
」
）
」
を
発
足
さ

せ
、
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
つ
く

る
会
の
活
動
期
間
は
２
年
半
に
も
お
よ

び
、
実
に
30
回
の
会
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
つ
く
る
会
は
、
町
民
、
議
会
及

び
行
政
の
三
者
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

条
例
案
は
こ
の
三
者
の
協
働
で
完
成
し

た
と
い
え
る
の
で
す
。

三
者
協
働
に
よ
る

　
　
　

条
例
案
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

制
定
に
当
た
っ
て
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問　

建
設
場
所
に
つ
い
て
は
決
定
と
な
る
の

　
　

か
？

答　

最
終
決
定
で
は
な
い
が
、
地
質
上
の
問

　
　

題
な
ど
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
変
わ

　
　

ら
な
い

問　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
や
他
の
行
政
分
野

　
　

の
移
転
も
併
せ
て
検
討
し
て
い
る
の
か
？

答　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
し
て
い
な
い
。

　
　

病
院
建
設
に
つ
い
て
の
み
協
議
し
て
い

　
　

る
。
今
回
の
説
明
会
は
検
討
委
員
会
か

　
　

ら
答
申
さ
れ
た
内
容
を
審
査
し
決
め
て

　
　

い
く
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

問　

新
病
院
で
は
医
師
の
確
保
は
で
き
る
の

　
　

か
？

答　

現
在
の
医
師
の
必
要
数
は
３
人
で
あ
り
、

　
　

沢
内
病
院
の
医
科
常
勤
医
師
は
２
人
で

　
　

１
人
足
り
な
い
状
況
か
ら
、
他
か
ら
応

　
　

援
診
療
（
眼
科
・
小
児
科
・
整
形
外
科

　
　

・
循
環
器
内
科
等
）
に
よ
り
常
勤
換
算

　
　

で
１
人
以
上
を
確
保
し
て
い
る
状
況
に

　
　

あ
る
。

問　

過
去
に
医
師
が
短
期
間
で
辞
め
ら
れ
る

　
　

理
由
は
何
か
、
原
因
は

答　

医
師
が
少
な
い
た
め
、
当
直
な
ど
医
師

　
　

の
負
担
が
過
重
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

　
　

か
。
そ
の
他
、
医
師
個
々
の
理
由
に
よ

　
　

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
60
年
は
も
つ
と
い
う

　
　

が
ま
だ
35
年
。
ど
こ
が
老
朽
化
し
た
の

　
　

か
？

答　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
用
年
数
は
現
在
39

　
　

年
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内

　
　

部
の
配
管
は
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な
り
内
部
に

　
　

水
漏
れ
に
よ
る
水
が
溜
ま
っ
て
い
る
状

　
　

態
に
あ
る

問　

可
能
な
限
り
町
内
産
の
木
材
を
使
う
と

　
　

言
っ
て
い
る
が
、
ど
の
程
度
使
う
つ
も

　
　

り
な
の
か
。
ま
た
、
全
て
町
内
産
で
ま

　
　

か
な
え
る
の
か
？

答　

農
林
課
で
調
査
し
十
分
ま
か
な
え
る
と

　
　

考
え
て
い
る
。
病
院
建
築
と
い
う
特
殊

　
　

性
か
ら
全
て
木
材
で
と
は
思
わ
な
い
が
、

　
　

可
能
な
限
り
使
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

建
設
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
コ
ン
ク
リ
ー

　
　

ト
の
方
が
安
い
が
、
町
内
産
使
用
に
よ

　
　

る
投
資
効
果
を
考
え
る
と
そ
の
効
果
は

　
　

大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

町
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
今

　
　

後
も
続
く
の
か
。
そ
の
資
金
を
除
雪
な

　
　

ど
に
回
せ
な
い
も
の
か
？

答　

続
く
も
の
と
思
う
。
国
か
ら
の
交
付
税

　
　

は
、
病
院
が
あ
っ
て
こ
そ
交
付
さ
れ
る

　
　

も
の
で
あ
り
、
経
営
状
態
が
よ
け
れ
ば

　
　

ほ
か
に
回
す
こ
と
も
で
き
る
。

問　

交
付
金
は
ず
っ
と
続
く
の
か
、
国
の
赤

　
　

字
や
災
害
な
ど
の
た
め
の
支
出
が
多
く

　
　

な
る
の
で
は
？

答　

国
の
交
付
税
措
置
は
将
来
も
完
全
に
保

　
　

障
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
多
少
の

　
　

増
減
は
あ
る
と
思
う
が
基
本
的
に
は
変

　
　

わ
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　

現
在
の
患
者
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

　
　

る
の
か
。
試
算
で
は
入
院
34
人
と
見
て

　
　

い
る
が
。

答　

入
院
で
平
均
17
人
ほ
ど
。
外
来
は
１
１

　
　

０
人
ほ
ど
。
入
院
が
１
／
２
で
あ
る
こ

　
　

と
が
収
益
が
厳
し
い
原
因
で
あ
る
。
入

　
　

院
数
の
試
算
は
、
町
外
の
医
療
機
関
を

　
　

利
用
し
て
い
る
町
民
を
受
け
入
れ
る
こ

　
　

と
が
で
き
れ
ば
可
能
性
は
あ
る
と
考
え

　
　

る

問　

建
設
費
用
の
13
億
円
は
ど
う
す
る
の
か

答　

病
院
整
備
基
金
で
半
分
程
度
の
自
主
財

　
　

源
を
確
保
し
、
残
金
は
合
併
特
例
債
で

　
　

措
置
し
た
い
。
合
併
特
例
債
は
、
発
行

　
　

額
の
う
ち
対
象
額
分
の
70
％
は
国
か
ら

　
　

の
措
置
を
受
け
ら
れ
る
の
で
７
億
円
の

　
　

う
ち
最
終
的
に
負
担
す
る
の
は
２
億
円

　
　

ほ
ど
と
な
る
。

問　

病
院
の
名
称
は
ど
う
な
る
の
か
、
存
続

　
　

す
る
の
か
？

答　

新
病
院
が
出
来
る
ま
で
、
公
募
す
る
な

　
　

ど
し
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

問　

広
報
な
ど
を
見
て
も
病
院
の
理
念
が
分

　
　

か
ら
な
い
。
理
念
が
あ
っ
た
う
え
病
院

　
　

の
役
割
な
ど
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

病
院
の
役
割
を
し
っ
か
り
す
れ
ば
、
夢

　
　

を
実
現
し
よ
う
と
す
る
医
師
が
集
ま
っ

　
　

て
く
る
の
で
は
な
い
か
？

答　

新
し
い
病
院
建
設
は
、
理
念
を
実
現
す

　
　

る
た
め
の
手
段
と
考
え
て
い
る
。
住
民

　
　

の
健
康
そ
し
て
命
を
力
強
く
支
え
る
の

　
　

が
町
立
病
院
の
使
命
と
考
え
る
。
具
体

　
　

的
な
方
法
は
、
現
在
院
長
不
在
と
い
う

　
　

こ
と
も
あ
る
の
で
少
し
時
間
を
い
た
だ

　
　

き
、
病
院
建
設
を
し
な
が
ら
理
念
な
ど

　
　

を
確
立
し
、
さ
ら
に
医
師
の
確
保
を
し

　
　

て
い
き
た
い
。

　

町
は
、
西
和
賀
町
民
よ
り
新
た
に
託
さ
れ

た
役
割
の
実
現
に
向
け
、
町
民
病
院
と
し
て

基
本
構
想
の
方
針
を
尊
重
し
新
病
院
の
建
設

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
説
明
会
で
は
、
建
設
場
所
や
患
者

輸
送
、
救
急
体
制
に
つ
い
て
不
安
の
声
が
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

精
査
し
、
今
後
改
善
す
べ
き
点
を
協
議
し
な

が
ら
病
院
建
設
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

沢
内
病
院
事
務
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
85
ー
３
１
３
１

新
病
院
基
本
構
想
に
か
か
る

　

町
民
病
院
整
備
検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
た
新
病
院
基
本
構
想
案
に
つ
い
て
の
住
民

説
明
会
が
、
８
月
11
日
か
ら
９
月
６
日
ま
で
の
間
町
内
10
ヶ
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
説
明
会
に

参
加
し
た
人
は
２
７
８
人
（
重
複
あ
り
）
で
、
主
な
質
問
や
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

主
な
質
問
と
意
見

住
民
説
明
会
の
概
要
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町
は
、
複
数
の
従
業
員
を
消
防
団
員
と
し

て
入
団
さ
せ
て
い
る
事
業
所
や
災
害
時
な
ど

に
消
防
団
へ
重
機
や
資
材
な
ど
の
提
供
を
行

っ
て
い
る
事
業
所
な
ど
に
対
し
、
西
和
賀
町

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
の
交
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

９
月
12
日
に
（
有
）
菅
政
組
（
代
表
取
締

役
・
菅
原
政
一
）
に
第
１
号
と
な
る
交
付
を

行
い
ま
し
た
。

　

認
定
の
有
効
期
間
は
、
認
定
の
日
か
ら
２

年
と
な
っ
て

お
り
、
表
示

証
は
事
業
所

な
ど
に
掲
示

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
〜

新
田
雄
一
さ
ん
（
両
沢
）
が

１
０
０
歳

　

９
月
30
日
、
両
沢
の
新
田
雄
一
さ
ん
が
１

０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
細
井
町
長
が
自

宅
を
訪
問
し
て
祝
い
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま

し
た
。
新
田
さ
ん
は
明
治
44
年
９
月
30
日
、

旧
沢
内
村
猿
橋
（
現
両
沢
）
生
ま
れ
。
子
３

人
、
孫
６
人
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

細
井
町
長
は
「
激
動
の
時
代
を
歩
ま
れ
、

こ
の
度
１
０
０
歳
を
迎
え
ま
し
た
。
長
寿
を

心
か
ら
お
祝
い
し
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

充
実
し
た
毎
日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」
と

お
祝
い
の
言
葉
を
話
し
、
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
雄
一
さ
ん
は
は
っ
き
り
と
し
た
口

調
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
感
謝

し
ま
し
た
。

細井町長、孫の学さんと記念写真。中央が雄一さん

　

雄
一
さ
ん
は
戦
地
か
ら
帰
還
後
、
農
業
で

生
計
を
立
て
家
族
を
養
っ
て
き
ま
し
た
。
現

在
は
週
２
回
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
ほ
か
、
一
人
で
歩
い
た
り
、
食
事
を
す
る

な
ど
元
気
に
自
宅
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
孫

の
学
さ
ん
は
「
自
分
の
誕
生
日
や
近
所
の
お

じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
の
こ
と
は
忘
れ
て

し
ま
っ
た
よ
う
で
す
が
、
し
ゃ
べ
り
始
め
れ

ば
難
し
い
こ
と
を
話
し
た
り
し
ま
す
」
と
元

気
な
様
子
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

町
は
、
昨
年
ま
で
各
地
区
で
開
催
す
る
敬

老
会
の
日
に
併
せ
て
１
０
０
歳
の
お
祝
い
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
達
成
者
の

誕
生
日
に
併
せ
て
お
祝
い
す
る
こ
と
と
し
、

雄
一
さ
ん
が
最
初
の
到
達
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

川
舟
の
高
橋
千
賀
子
さ
ん
は
、
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
国
か
ら
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

９
月
20
日
か
ら
22
日
に
京
都
府
京
都

市
の
京
都
会
館
で
行
わ
れ
た
第
53
回
全

国
社
会
教
育
研
究
大
会
京
都
大
会
で
、

長
年
に
わ
た
る
社
会
教
育
推
進
の
功
績

が
評
価
さ
れ
、
町
社
会
教
育
委
員
議
長

の
菅
原
洋
一
さ
ん
が
全
国
社
会
教
育
委

員
連
合
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

菅
原
さ
ん
は
酪
農
を
営
む
傍
ら
、
昭

和
62
年
４
月
に
旧
湯
田
町
社
会
教
育
委

員
に
任
命
さ
れ
、
平
成
13
年
か
ら
は
同

議
長
に
、
平
成
17
年
11
月
１
日
に
西
和

賀
町
と
な
っ
た
後
も
社
会
教
育
委
員
議

長
を
任
命
さ
れ
24
年
も
の
間
、
よ
り
良

い
社
会
教
育
活
動
の
た
め
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
基
本
的
人
権
が

侵
犯
さ
れ
る
こ
と
を
監
視
し
、
侵
犯
さ

れ
た
場
合
は
そ
の
救
済
の
た
め
に
適
切

な
処
理
を
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

任
期
は
３
年
間
で
、
自
宅
や
電
話
で
の

相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

町
内
で
は
高
橋
千
賀
子
さ
ん
の
ほ
か

に
も
藤
原
忠
正
さ
ん
（
川
尻
）
高
橋
信

男
さ
ん
（
湯
之
沢
）、
和
泉
昭
さ
ん
（
鍵

飯
）
も
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
任
命
さ

れ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

旧
湯
田
町
時
代
に
お
い
て
は
、
総
合

農
政
推
進
協
議
会
委
員
や
ゆ
だ
文
化
創

造
館
運
営
委
員
な
ど
を
歴
任
。
ま
た
、

町
村
合
併
後
も
青
少
年
問
題
協
議
会
や

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
推
進
懇
談
会
な

ど
の
委
員
を
歴
任
す
る
な
ど
、
経
験
や

知
識
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
き
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に

高
橋
千
賀
子
さ
ん（
川
舟
）再
任

（
社
）全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
表
彰
に
菅
原
洋
一さ
ん（
左
草
）

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証

第
１
号
を
菅
政
組
へ

全国表彰を喜ぶ菅原さん
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【
各
種
目
８
位
ま
で
の
入
賞
者
】

●
５
年
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ　

　

⑤
佐
藤　
　

彩
（
沢
内
小
）
29
ｍ
60

●
６
年
女
子
走
幅
跳

　

⑧
高
橋
菜
々
子
（
湯
田
小
）
３
ｍ
49

●
６
年
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

　

③
山
田　

仁
江
（
沢
内
小
）
40
ｍ
67

●
５
年
男
子
１
０
０
０
ｍ

　

③
田
中　

光
平
（
沢
内
小
）
３
分
29
秒
98

●
５
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

　

⑤
高
橋　

大
樹
（
湯
田
小
）
47
ｍ
21

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　

①
沢
内
中
（
県
大
会
へ
）

●
柔
道

　

団
体
戦　

②
沢
内
中（
県
大
会
へ
）

　

個
人
戦

　
　

50
㎏
級
①
高
橋　

大
海
（
沢
内
中
１
年
）

　
　
　
　
　

（
県
大
会
へ
）

　
　

55
㎏
級
①
高
橋　

航
太
（
沢
内
中
１
年
）

　
　
　
　
　

（
県
大
会
へ
）

　
　

55
㎏
級
③
高
橋　

和
也
（
沢
内
中
２
年
）

　
　

66
㎏
級
②
佐
々
木
大
登
（
沢
内
中
１
年
）

　
　
　
　
　

（
県
大
会
へ
）

●
羽
球

　

団
体
戦　

③
沢
内
中
学
校
（
県
大
会
出
場
）

　

個
人
戦　

③
金
子　

希
季
（
沢
内
中
２
年
）

第１回大会記念すべき選手宣誓は沢内小６年
丹波亜也人くん。亜也人くんは６年男子100
ｍで見事優勝に輝きました

西
和
賀
勢
が
活
躍
！

各
種
大
会
結
果

ひ
か
り

ひ
ろ
み

ひ
ろ
と

第
30
回
県
中
学
校
新
人
大
会

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
10
月
15
日
〜
16
日
、
石

　

鳥
谷
ふ
れ
あ
い
運
動
公
園
・
花
巻
市
）

　

沢
内
中
学
校

　
　

１
回
戦　

10
対
２　

紫
波
一
（
紫
波
）

　
　

２
回
戦　

０
対
11　

花
泉
（
一
関
）

第
１
回
和
賀
地
区
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

（
９
月
24
日
、
北
上
陸
上
競
技
場
）

和
賀
地
区
中
学
校
新
人
大
会

（
９
月
17
〜
18
日
、
北
上
市
内
）

第
60
回
記
念
全
国
青
年
大
会
軟
式
野
球

オ
ー
ル
西
和
賀
全
国
大
会
メ
ン
バ
ー
決
ま
る

第
７
回
岩
手
県
男
女
混
合
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

沢
内
ク
ラ
ブ
が
初
優
勝

悲願の優勝を成し遂げた選手のみなさん

初
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
過
去
に
準
優

勝
２
回
、
３
位
１
回
と
好
成
績
は
挙
げ
て
き

た
も
の
の
優
勝
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

初
戦
は
新
堀
７
区
（
花
巻
市
）
に
７
対
５

で
勝
利
し
、
決
勝
で
は
こ
の
大
会
で
５
連
覇

中
の
下
米
内
町
内
会
（
盛
岡
市
）
と
対
戦
。

前
半
６
点
を
先
取
し
た
も
の
の
、
後
半
１
点

差
ま
で
追
い
上
げ
ら
れ
る
厳
し
い
展
開
と
な

り
ま
し
た
が
、
最
後
は
盗
塁
を
阻
止
し
ゲ
ー

ム
セ
ッ
ト
、
接
戦
を
制
し
ま
し
た
。
古
前
田

監
督
は
「
苦
節
７
年
。
よ
う
や
く
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
喜
び
を
か
み
し
め

て
い
ま
し
た
。

　

９
月
25
日
、

盛
岡
市
の
岩
手

県
営
運
動
公
園

で
行
わ
れ
た
第

７
回
岩
手
県
男

女
混
合
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
で
、

本
町
の
沢
内
ク

ラ
ブ
（
古
前
田

貴
美
監
督
・
川

舟
）
が
悲
願
の

　

７
月
30
日
に
本
町
の
錦
秋
湖
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
た
岩
手
県
青
年
大
会
軟
式
野
球
で

優
勝
し
た
、
オ
ー
ル
西
和
賀
チ
ー
ム
が
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
す
。
県
予
選
で
は
２
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
出
場
し
た
同
チ
ー
ム
で
す
が
、

全
国
大
会
へ
は
選
手
を
選
抜
し
出
場
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

第
60
回
記
念
全
国
青
年
大
会
は
、
11
月
11

日
か
ら
14
日
ま
で
東
京
都
の
大
田
ス
タ
ジ
ア

還
暦
野
球
大
会
で
全
国
大
会
出
場

菊
池
隆
志
さ
ん
（
越
中
畑
）

　

菊
池
さ
ん
は
、
９
月
９
日
か
ら
13
日
ま
で

宮
崎
県
で
行
わ
れ
た
第
27
回
全
日
本
還
暦
軟

式
野
球
選
手
権
大
会
に
北
上
シ
ル
バ
ー
ズ

（
北
上
市
）
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。
１
、
２
回
戦
を
難
な
く
突
破
し
、
準

決
勝
で
愛
知
県
の
チ
ー
ム
に
惜
し
く
も
敗
れ

ま
し
た
が
、
菊
池
さ
ん
は
１
塁
手
で
６
番
バ

ッ
タ
ー
と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張
り
ま
し
た
。

K
ボ
ー
ル
全
国
中
学
校
大
会
に

宇
都
宮
健
太
君
（
左
草
）

　

９
月
23
日
か
ら
25
日
に
滝
沢
村
を
主
会
場

に
行
わ
れ
た
、
岩
手
県
中
学
３
年
生
秋
季
Ｋ

ボ
ー
ル
野
球
選
手
権
大
会
で
宇
都
宮
健
太
君

（
一
関
一
高
付
属
中
学
校
・
左
草
）
が
所
属

す
る
一
関
選
抜
が
優
勝
し
ま
し
た
。
宇
都
宮

く
ん
は
、
セ
ン
タ
ー
で
出
場
し
優
勝
の
原
動

力
と
な
り
ま
し
た
。
湯
本
小
時
代
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
で
投
手
や
内
野
手
で
活
躍
し
、
湯
本

小
を
卒
業
後
は
一
関
一
高
付
属
中
学
校
へ
入

学
し
野
球
を
続
け
て
い
ま
す
。
全
国
大
会
は

10
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
千
葉
県
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

オール西和賀選抜メンバー ム
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
。
出
場
選
手
を
紹

介
し
ま
す
。

●
６
年
男
子
１
０
０
ｍ

　

①
丹
波
亜
也
人
（
沢
内
小
）
13
秒
42

●
６
年
男
子
２
０
０
ｍ

　

⑦
米
澤
康
太
郎
（
沢
内
小
）
30
秒
11

●
６
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

　

②
栁
沢
晃
太
郎
（
湯
田
小
）
63
ｍ
36

●
６
年
男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

⑥
沢
内
小
学
校

　

（
阿
部
・
丹
波
・
前
島
・
米
澤
）
56
秒
87

※

名
前
の
上
の
マ
ル
数
字
は
順
位
で
す
。

（監督）佐　藤　秀　樹（大　沓）
　　　　高　橋　新太郎（湯　本）
　　　　鎌　田　拓　磨（川　尻）
　　　　高　橋　拓　也（槻　沢）
　　　　高　橋　　　弦（湯　田）
　　　　駒ヶ嶺　智　裕（耳　取）
　　　　門　脇　　　駿（湯　田）
　　　　高　橋　栄　光（大　野）
　　　　小田島　利　政（耳　取）
　　　　駒　込　賢　治（鍵　飯）
　　　　高　橋　宏　希（湯　田）
　　　　高　橋　能　史（耳　取）
　　　　近　藤　勝　浩（猿　橋）
　　　　高　橋　昇　太（川　舟）
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ま
な
と

み
ち
る

ひ
か
る

の
ぶ
ひ
と

か　

の

み　

お

し
い
な

つ
ぐ
み

り
く
と

す
ず
ね

あ

る

ま

り　

こ

ま
り
ん

な　

う

雨の中での一斉スタートです

岩
手
県
高
等
学
校
新
人
大
会

陸
上
競
技
（
９
月
９
日
〜
12
日
、
岩
手
県
営

　
　
　
　
　

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
）

【
男
子
】

●
５
０
０
０
ｍ
競
歩

　

②
吉
田
寛
典
（
西
和
賀
高
２
年
・
若
畑
）

　
　
　
　
　
　

22
分
16
秒
50
（
東
北
大
会
へ
）

　

⑤
髙
橋
愛
斗
（
西
和
賀
高
２
年
・
両
沢
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

26
分
46
秒
84

●
や
り
投

　

⑤
斉
藤
未
散
（
西
和
賀
高
２
年
・
川
舟
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

48
ｍ
48

【
女
子
】

●
５
０
０
０
ｍ
競
歩

　

⑥
本
田
絵
梨
（
黒
沢
尻
北
高
２
年
・
新
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

34
分
６
秒
67

●
７
種
競
技

　

⑦
刈
田
ル
ル
（
黒
沢
尻
北
高
１
年
・
大
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
６
７
２
点

ボ
ー
ト
競
技
（
８
月
28
日
、
花
巻
市
田
瀬
湖

　
　
　
　
　
　

ボ
ー
ト
場
）

【
１
．
５
ｋ
ｍ
の
部
】

【
男
子
】

▼
小
学
１
年
：
①
大
堰
頌
仁
（
沢
内
小
）
７

分
53
秒
50
②
新
田
輝
（
沢
内
小
）
③
佐
々
木

颯
太
（
沢
内
小
）
▼
小
学
３
年
：
①
髙
橋
優

希
（
沢
内
小
）
６
分
35
秒
69
②
高
橋
大
稀

（
湯
田
小
）
③
菅
原
愛
留
真
（
湯
田
小
）

【
女
子
】

▼
小
学
１
年
：
①
髙
橋
舞
（
沢
内
小
）
７
分

43
秒
45
②
廣
田
諒
子
（
沢
内
小
）
③
小
松
奈

央
（
湯
田
小
）
▼
小
学
２
年
：
①
田
中
涼
音

沢
内
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
ソ
フ
ト
女
子
）
が
県
大
会
へ

　

10
月
１
日
、
奥
州
市
で
第
４
回
岩
手
県
小

学
生
男
女
新
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
水
北
予

選
会
が
行
わ
れ
、
沢
内
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
優
勝
し
10
月
22
、
23
日
に
一
関
市

で
行
わ
れ
る
県
大
会
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

西
和
賀
交
通
安
全
学
童
野
球
大
会

（
10
月
10
日
・
沢
内
総
合
公
園
）

優　

勝

　

沢
内
ジ
ュ
ニ
ア
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

準
優
勝

　

湯
田
キ
ッ
ズ
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

東
北
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

（
９
月
30
日
〜
10
月
２
日
・
北
上
陸
上

競
技
場
）
で
西
和
賀
高
校
２
年
の
吉
田

寛
典
さ
ん
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
９

月
上
旬
に
行
わ
れ
た
県
予
選
で
は
、
優

勝
者
と
０
・
44
秒
差
で
惜
し
く
も
２
位
。

そ
の
悔
し
さ
を
今
大
会
に
ぶ
つ
け
２
位

以
下
に
大
差
を
つ
け
て
の
優
勝
と
な
り

ま
し
た
。

第
１
回
西
和
賀
町
小
中
学
校

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

（
10
月
８
日
・
志
賀
来
ド
ー
ム
周
辺
）

※

３
位
ま
で
の
入
賞
者

【
女
子
】

●
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

　

②
岩
井
な
つ
み
（
西
和
賀
高
２
年
・
貝
沢
）

（
東
北
大
会
へ
）

（
陸
上
５
０
０
０
ｍ
競
歩
）

吉
田
寛
典
君（
西
和
賀
高
２
年
・

若
畑
）
が
東
北
大
会
で
優
勝

第
６
回
西
和
賀
町
水
泳
協
会
長
杯

（
10
月
10
日
・
湯
本
室
内
温
泉
プ
ー
ル
・

参
加
者
数
１
７
４
人
））※

本
町
入
賞
者

【
男
子
】
【
９
〜
10
才
】

●
２
５
ｍ
自
由
形

　

③
北
島
息
吹
（
沢
内
小
）
31
秒
91

●
５
０
ｍ
自
由
形

　

③
淀
川
泰
誠
（
湯
田
小
）
33
秒
33

●
５
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　

②
淀
川
泰
誠
（
湯
田
小
）
38
秒
27

（
沢
内
小
）
７
分
36
秒
26
②
北
島
奏
音
（
沢

内
小
）
③
高
橋
蘭
（
湯
田
小
）
▼
小
学
３
年

：
①
高
橋
敬
子
（
湯
田
小
）
７
分
02
秒
84
②

佐
藤
志
渚
（
湯
田
小
）
③
吉
田
藍
子
（
沢
内

小
）
▼
小
学
４
年
：
①
掃
部
春
菜
（
沢
内
小
）

６
分
38
秒
79
②
松
川
実
央
（
沢
内
小
）
③
佐

々
木
鞠
美
（
沢
内
小
）
▼
小
学
５
年
：
①
東

喜
歩
（
沢
内
小
）
６
分
09
秒
20
②
髙
橋
優

（
沢
内
小
）
③
髙
橋
優
奈
（
湯
田
小
）
▼
小

学
６
年
：
①
菅
原
七
海
（
湯
田
小
）
７
分
37

秒
50

【
２
ｋ
ｍ
の
部
】

【
男
子
】

▼
小
学
５
年
：
①
田
中
光
平
（
沢
内
小
）
７

分
22
秒
76
②
南
川
陸
登
（
湯
田
小
）
③
小
松

大
誠
（
湯
田
小
）
▼
小
学
６
年
：
①
刈
田
朋

也
（
沢
内
小
）
10
分
04
秒
83
②
真
藤
子
空

（
湯
田
小
）
▼
中
学
校
女
子
：
①
北
村
渚

（
沢
内
中
）
７
分
47
秒
28
②
田
中
風
花
（
沢

内
中
）
③
佐
々
木
和
泉
（
湯
田
中
）

【
３
ｋ
ｍ
の
部
】

▼
中
学
校
男
子
：
①
梅
川
龍
哉
（
湯
田
中
）

10
分
44
秒
37
②
北
村
直
輝
（
沢
内
中
）
③
北

村
大
吾
（
沢
内
中
）

●
１
０
０
ｍ
自
由
形

　

①
淀
川
泰
誠
（
湯
田
小
）
１
分
18
秒
21

　

②
南
川
陸
登
（
湯
田
小
）
１
分
51
秒
50

●
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

　

②
南
川
陸
登
（
湯
田
小
）
１
分
50
秒
32

【
女
子
】
【
８
才
以
下
】

●
２
５
ｍ
自
由
形

　

②
石
川
梨
瑚
（
沢
内
小
）
26
秒
31

【
女
子
】
【
９
〜
10
才
】

●
２
５
ｍ
自
由
形

　

①
掃
部
春
菜
（
沢
内
小
）
25
秒
81

　

②
高
橋
真
凛
（
沢
内
小
）
32
秒
28

●
５
０
ｍ
平
泳
ぎ

　

③
佐
藤
志
渚
（
湯
田
小
）
57
秒
66

【
女
子
】
【
11
〜
12
才
】

●
５
０
ｍ
背
泳
ぎ

　

③
高
橋
和
優
（
湯
田
小
）
48
秒
54
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米澤　豪範さん（ボート）準優勝

　

10
月
１
日
か
ら
11
日
の
期
間
で
行
わ
れ
た

「
山
口
国
体
」
に
本
町
か
ら
監
督
を
含
め
５

人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

ボ
ー
ト
競
技
に
米
澤
豪
範
さ
ん
（
立
命
館

大
・
西
和
賀
高
卒
・
太
田
）
、
畠
山
惇
史
さ

ん
（
仙
台
大
３
年
・
西
和
賀
高
卒
・
大
野
・

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
）
、
岩
井
な
つ
み
さ
ん
（
西

和
賀
高
２
年
・
貝
沢
・
舵
手
つ
き
ク
ォ
ド
ル

プ
ル
）
、
監
督
と
し
て
西
和
賀
高
校
教
諭
の

細
越
哲
浩
さ
ん
が
、
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
に
米

倉
祐
樹
さ
ん
（
盛
岡
工
高
２
年
・
貝
沢
）
が

県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
レ
ス
リ
ン
グ
少
年
男
子
グ
レ

コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
50
㎏
級
に
出
場
し
た

米
倉
祐
樹
さ
ん
は
、
１
回
戦
、
準
々
決
勝
と

勝
ち
進
み
、
準
決
勝
で
は
世
界
大
会
第
３
位

の
実
績
を
誇
る
文
田
健
一
郎
選
手
（
山
梨
県
）

に
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、
３
位
と
い
う

輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
関
市
豊
田
湖
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
で

行
わ
れ
た
ボ
ー
ト
競
技
成
年
男
子
シ
ン
グ
ル

ス
カ
ル
に
出
場
し
た
米
澤
豪
範
さ
ん
が
、
予

選
、
準
決
勝
を
１
位
で
通
過
し
、
５
日
に
行

わ
れ
た
決
勝
で
は
序
盤
か
ら
前
に
出
て
レ
ー

ス
を
引
っ
張
り
、
最
後
は
惜
し
く
も
か
わ
さ

れ
た
も
の
の
見
事
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

米
澤
さ
ん
は
７
日
、
細
越
監
督
、
岩
手
県

ボ
ー
ト
協
会
長
の
谷
村
邦
久
さ
ん
と
共
に
教

育
委
員
会
を
訪
れ
準
優
勝
の
報
告
を
行
い
ま

し
た
。
米
澤
さ
ん
は
「
あ
と
少
し
で
し
た
。

本
当
に
悔
し
い
で
す
。
１
番
を
ず
っ
と
狙
っ

て
い
ま
し
た
し
、
応
援
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん

の
た
め
に
も
勝
ち
た
か
っ
た
で
す
。
２
位
に

な
っ
た
こ
と
で
よ
り
一
層
感
じ
ま
す
」
と
大

会
を
振
り
か
え
っ
て
い
ま
し
た
。
過
去
に
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
や
イ
ン
カ
レ
で
は
優
勝
し
た
こ

と
が
あ
る
も
の
の
、
国
体
で
は
高
校
３
年
生

の
時
の
３
位
が
最
高
。
過
去
５
回
国
体
に
出

場
し
て
い
ま
す
が
、
決
勝
に
残
っ
た
の
は
今

回
が
初
め
て
と
の
こ
と
。
国
体
は
強
豪
の
選

手
が
集
ま
る
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
と
米
澤
さ

ん
。
今
回
の
準
優
勝
は
最
高
の
成
績
と
な
り
、

大
き
な
自
身
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
、
み
ち
の
く
コ
カ
・
コ
ー

ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社
（
谷
村
邦
久
社
長
）

の
子
会
社
で
み
ち
の
く
キ
ャ
ン
テ
ィ
ー
ン

（
同
社
長
）
に
就
職
が
内
定
し
て
お
り
、
そ

こ
で
も
ボ
ー
ト
競
技
を
続
け
再
度
国
体
の
頂

点
を
目
指
す
と
の
こ
と
で
す
。

　

米
澤
さ
ん
は
後
輩
の
西
和
賀
高
校
ボ
ー
ト

部
員
へ
向
け
て
「
ボ
ー
ト
競
技
は
他
の
競
技

種
目
よ
り
夢
の
あ
る
種
目
で
す
。
高
校
か
ら

始
め
て
も
勝
て
る
種
目
だ
と
思
う
の
で
あ
き

ら
め
ず
に
努
力
す
れ
ば
結
果
が
つ
い
て
き
ま

す
」
と
激
励
し
て
い
ま
し
た
。

谷村県ボート協会長（左）と細越監督（右）
と大会を振り返る

賞状を持ちガッツポーズの
米澤さん

と
し
の
り

さん

山口国体　本町出身選手が大活躍

米倉　祐樹さん（レスリング）第３位

決勝で歯を食いしばりラストスパートする米澤さん
写真提供：岩手日報社（2011年10月6日付）

としのり

準決勝で相手を攻める米倉さん
写真提供：岩手日報社（2011年10月6日付）



募集人数　３人
任　　期　23年12月１日から２年間
職務の内容　年４回程度の運営協議会（平日の日中）の出
　　　　　席、そのほか年数回の研修会や大会への出席
　　　　　など
応募資格　①本町の国民健康保険に加入し、現に居住し
　　　　　ている20歳以上の人②会議に出席できる人
　　　　　③町税の滞納がない人④委員の就任時に町の
　　　　　他の審議会委員に就任していない人⑤男女は
　　　　　問いません
応募方法　応募用紙（役場両庁舎の窓口に用意している
　　　　　ほか、ホームページからダウンロードするこ
　　　　　とができます。）に記入の上、郵送または持
　　　　　持してください。（応募書類は返却しません）
応募期限　11月11日㈮
そ　の　他　①年齢や職業、地区などを考慮して選考します。
　　　　　②運営協議会は基本的に沢内庁舎で行います。
お問い合わせ・申し込み先　医療保険室　☎85-3414

　国民健康保険事業は、運営協議会で条例や予算、税率
案などの審議後、議会の議決を得て運営されています。
運営協議会は、被保険者代表、保険医・薬剤師代表、公
益を代表する３者委員で構成されています。現委員の任
期満了に伴い、被保険者代表委員を募集します。
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　町政に住民の皆様の意見を反映させるため、基本構想
審議会の委員を募集します。町民の立場から積極的に意
見を出してくださる方の応募をお待ちしております。

対　象　者　町内に住所があり、実際に住んでいる20歳以
　　　　　上の人で、公益的な観点から意見を述べられ
　　　　　る人。ただし、委員の就任時に町の他の審議
　　　　　会委員に就任している人を除きます。

募集人数　４人

任　　期　委員の委嘱の日から２年間

職務の内容　町の総合計画に関する調査及び審議。後期基
　　　　　本計画の策定が主な審議対象となります。
　　　　　（会議は原則平日の日中に開催します）

応募方法　応募用紙（役場両庁舎の窓口に用意している
　　　　　ほか、ホームページからダウンロードするこ
　　　　　とができます。）に記入の上、郵送または持
　　　　　持してください。（応募書類は返却しません）

応募期限　11月11日（金）

お問い合わせ・申し込み先　政策推進室　☎82-3284

町政への意見をお聞かせ下さい
基本構想審議会委員の公募

国民健康保険運営協議会
被保険者代表委員を募集

　町では、病気のため集団保育や家庭での保育が困難な
児童を一時的にお預かりし、子育てと就労の両立を支援
する病児保育事業を開始します。
　子どもが病気中で、仕事を休むことができないときな
ど、安心してご利用ください。

子育て世帯の保護者を応援！
西和賀町病児保育事業を始めます

日　　程　11月17日（木）13時30分～17時
　　　　　11月18日（金）　8時30分～15時15分

参　加　料　無料

持　ち　物　電卓、筆記用具、15センチ以上の長さの定規、
　　　　　蛍光ペン緑とピンク色

会　　場　沢内庁舎会議室

お問い合わせ・申し込み先　議会事務局　☎85-3416

町の財政について学びましょう
財政白書づくり講習会の参加者募集
　西和賀町議会町政調査会（湯澤正会長）主催による第
一回目の「財政白書づくり講習会・基本編」が11月17、
18日（木・金）の両日開催されます。
　この講習会は、財政白書作りの手法について学ぶと共
に町の財政状況について研修し、西和賀町の財政白書を
編集することを目的として開催するもので、町民の皆さ
んの参加者を募集します。
　講師は、財政白書づくりの第一人者である都留文科大
学講師、NPО法人多摩住民自治研究所理事長の大和田一
紘先生です。
　町の財政状況を学ぶ良い機会ですので、町民の皆さん
の参加をお願いします。
　参加を希望する方は、11月7日（月）まで議会事務局に
電話で申し込みください。

対 象 者　生後11か月を超え、小学校３年生までの児童
開 所 日　月曜日から土曜日（祝日、年末年始を除く）
　　　　　※平成23年11月15日（火）から利用可能
開所時間　月～金曜日　9：00～18：00
　　　　　土曜日　　　9：00～12：00
実施施設　キッズルームにしわが
　　　　　（医療法人協和会　さわうち協立診療所）
所 在 地　西和賀町沢内字新町4-1-3（旧法務局　2階）
定　　員　一日３人まで
利 用 料　一人当たり日額2,000円
　　　　　ただし、町内の利用者に限り、町民税等課税
　　　　　状況に応じて、町の助成がありますのでお問
　　　　　い合わせください。
申 込 み　①まず、かかりつけの病院を受診してください。
　　　　　②利用を希望する日の前日まで、申込書、連
　　　　　　絡票等に必要な内容を記入のうえ持参し、
　　　　　　キッズルームにしわがへ申し込んでください。
　　　　　※申込書等必要な書類は、キッズルームにし
　　　　　　わが及び保健福祉課にあります。
お問い合わせ・申し込み先
・キッズルームにしわが（当面の間、さわうち協立診療所85-3101へ）
・保健福祉課　☎85-3412
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東
北
を
代
表
す
る
民
謡
の
ひ
と
つ
、
沢
内

甚
句
。

　

今
年
も
大
野
の
沢
内
バ
ー
デ
ン
を
会
場
と

し
て
行
わ
れ
た
第
29
回
沢
内
甚
句
全
国
大
会

に
は
、
最
年
少
は
８
歳
か
ら
最
高
齢
82
歳
ま

で
、
県
内
外
か
ら
84
人
が
出
場
。
開
会
式
で

は
大
会
会
長
を
務
め
る
細
井
町
長
が
「
民
謡

愛
好
者
の
み
な
さ
ん
の
親
睦
と
交
流
を
図
り

な
が
ら
、
故
郷
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
取
る

こ
と
が
で
き
る
き
っ
か
け
を
沢
内
甚
句
が
な

げ
か
け
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
出
場
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
少
年
少
女
の
部
（
５
歳
か
ら
中
学

３
年
生
）
、
お
よ
ね
杯
の
部
（
高
校
生
か
ら

69
歳
）
、
寿
年
の
部
（
70
歳
以
上
）
の
３
部

門
で
行
わ
れ
、
出
場
者
は
練
習
を
重
ね
た
自

慢
の
の
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
、
お
よ
ね
杯
の
部
に
出
場
し

た
藤
谷
優
美
さ
ん
（
秋
田
県
湯
沢
市
）
が
、

最
高
賞
と
な
る
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

輝
き
ま
し
た
。
藤
谷
さ
ん
は
同
時
に
「
沢
内

甚
句
唄
の
名
人
位
」
の
称
号
も
受
け
ま
し
た
。

藤
谷
さ
ん
は
「
沢
内
甚
句
と
い
う
歌
は
ど
ん

な
歌
な
の
か
再
認
識
し
て
、
お
よ
ね
の
気
持

ち
に
な
っ
て
歌
い
ま
し
た
」
と
受
賞
を
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
沢
内
小
学
校
の
児
童
６
人

も
参
加
し
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

10
月
４
日
、
巣
郷
温
泉
特
設
会
場
で
「
い

わ
て
・
あ
き
た
県
境
国
取
り
合
戦
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
町
や
北
上
市
、
横
手
市
を
は
じ

め
各
種
団
体
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
の
主
催

で
行
わ
れ
た
国
取
り
合
戦
は
、
県
境
増
を
賭

け
て
戦
い
今
年
で
３
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

巣
郷
温
泉
観
光
協
会
の
早
川
久
衛
会
長

（
中
村
）
と
山
内
観
光
協
会
の
島
田
實
会
長

（
横
手
市
）
が
陣
羽
織
を
着
て
登
場
、
口
上

対
決
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
早
川
会
長
は
「
我

ら
の
力
は
天
を
突
き
、
稲
妻
を
呼
び
地
を
走

る
。
岩
手
の
皆
の
衆
、
い
ざ
出
陣
じ
ゃ
。
が

ん
ば
ろ
う
岩
手
」
と
口
上
を
述
べ
、
の
ろ
し

が
上
が
っ
て
合
戦
が
開
幕
し
ま
し
た
。

　

両
県
代
表
の
太
鼓
合
戦
、
二
子
さ
と
い
も

汁
と
山
内
い
も
の
こ
汁
の
食
べ
比
べ
な
ど
で

競
い
あ
っ
た
ほ
か
、
野
々
宿
〜
黒
沢
間
の
秀

衡
街
道
県
境
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
も
行
わ
れ
、

会
場
は
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

合
戦
の
メ
イ
ン
の
綱
引
き
対
決
。
男
子
の

部
は
１
㎝
の
差
で
岩
手
、
女
子
の
部
は
大
差

　

安
価
で
種
類
も
豊
富
と
評
判
の
き
の
こ
即

売
所
は
、
会
場
の
体
育
館
の
駐
車
場
に
開
設
。

棚
に
は
マ
イ
タ
ケ
や
シ
メ
ジ
、
コ
ウ
タ
ケ
、

カ
ノ
カ
な
ど
が
並
び
、
大
勢
の
来
場
者
が
と

れ
た
て
の
キ
ノ
コ
を
次
々
と
買
い
求
め
て
い

ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
き
の
こ
レ
ス
ト
ラ
ン
も
開
店
。

マ
イ
タ
ケ
ご
飯
や
キ
ノ
コ
カ
レ
ー
、
キ
ノ
コ

の
鉄
板
焼
き
、
ナ
メ
コ
汁
な
ど
キ
ノ
コ
中
心

の
料
理
の
ほ
か
、
熊
汁
も
登
場
し
来
場
者
た

ち
は
西
和
賀
の
秋
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ナ
メ
コ
す
く
い
や
毒
き
の
こ
当
て
ク
イ
ズ
、

き
の
こ
輪
投
げ
な
ど
お
な
じ
み
の
ゲ
ー
ム
は

今
年
も
大
人
気
。
超
難
問
の
毒
き
の
こ
当
て

ク
イ
ズ
で
は
、
来
場
者
は
頭
を
ひ
ね
り
な
が

ら
回
答
し
て
い
ま
し
た
。
ナ
メ
コ
す
く
い
は

子
ど
も
た
ち
の
ほ
か
大
人
の
参
加
者
も
多
く
、

手
際
よ
く
ナ
メ
コ
を
す
く
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
民
謡
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
ミ

ス
タ
ー
き
の
こ
コ
ン
テ
ス
ト
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
心
技
体
に
お
い
て
き
の
こ
ら
し
い
男
性

を
決
定
す
る
と
い
う
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、

町
内
外
か
ら
数
十
人
が
参
加
。
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
競
技
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

今
年
は
悪
天
候
の
影
響
で
キ
ノ
コ
の
収
穫

量
が
少
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
２
日
間

で
５
７
９
０
人
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

〜 
今
年
も
美
声
を
競
い
合
う 

〜

〜
今
年
も
美
声
を
競
い
合
う
〜

グランドチャンピオン
に輝いた藤谷さん

およね杯の部　藤谷優美（秋田県湯沢市）
少年少女の部　松本莉奈（福島県福島市）
寿 年 の 部　今喜衛門（花巻市）

各部の優勝者

沢
内
小
か
ら
出
場
し
た
６
人
。

大
健
闘
で
し
た
。

「
県
境
国
取
り
合
戦
」の

　
　
　
　
　
　
　

ゆ
く
え
は

１cmの差で勝利した本県
男子チームの激闘

互いの健闘をたたえました

で
秋
田
が
勝
利
し
１
対
１
。
昨
年
と
同
じ
状

況
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
終
戦
の
男

女
混
合
の
部
で
は
秋
田
代
表
が
岩
手
代
表
を

少
し
ず
つ
自
陣
に
引
き
寄
せ
勝
利
を
収
め
ま

し
た
。

　

早
川
会
長
と
島
田
会
長
は
、
新
た
に
設
置

さ
れ
た
県
境
の
標
柱
を
お
よ
そ
50
セ
ン
チ
、

岩
手
県
側
に
移
動
。
早
川
会
長
は
「
力
は
互

角
で
し
た
が
作
戦
負
け
で
す
。
震
災
な
ど
も

あ
り
今
年
は
是
非
勝
ち
た
か
っ
た
。
来
年
は

必
ず
勝
ち
ま
す
」
と
早
く
も
来
年
を
見
据
え

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

10
月
８
日
と
９
日
の
２
日
間
、
湯
川
体
育

館
を
会
場
に
恒
例
の
き
の
こ
ま
つ
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

県
境
50
㎝
増
を
か
け
熱
き
戦
い

VS

雨の中多くの来場者が訪れました

湯
川
温
泉
き
の
こ
ま
つ
り

実
り
の
秋･

収
穫
の
秋

このマイタケの重さは何グラム？

ナメコすくいは子どもに大人気
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地
産
地
消
コ
ン
テ
ス
ト
・
今
年
の
テ
ー
マ
は「
丼
」

ぶ
ど
う
座
な
ど
５
団
体
が
熱
演

　

10
月
９
日
、
西
和
賀
高
校
伝
統
の
文
化
祭

「
西
高
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
テ

ー
マ
は
「N

ever-ending-M
om
ent

〜
今
、

と
も
に
歩
き
出
す
瞬
間
〜
」
。
今
、
自
分
達

は
何
が
で
き
る
か
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
へ
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
と
同
時

に
、
新
た
な
西
高
を
作
り
上
げ
て
い
こ
う
と

い
う
心
意
気
を
表
し
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち

は
模
擬
店
や
お
化
け
屋
敷
な
ど
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
企
画
で
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
恒
例
と
な
っ
た
「
地
産
地
消
チ

ャ
レ
ン
ジ
グ
ラ
ン
プ
リ
in
西
高
祭
」
（
西
和

賀
商
工
会
と
の
共
催
）
の
今
年
の
テ
ー
マ
は

｢

丼
」。
生
徒
た
ち
が
地
元
の
食
材
を
生
か
し

た
料
理
を
考
案
し
、
西
和
賀
商
工
会
女
性
部

と
協
力
し
て
試
作
を
提
供
。
見
事
グ
ラ
ン
プ

リ
に
は
、
阿
部
勇
人
君
（
３
年
・
湯
本
）
の

考
案
し
た
ア
ス
パ
ラ
や
シ
イ
タ
ケ
、
マ
イ
タ

ケ
、
ワ
ラ
ビ
な
ど
を
か
き
揚
げ
に
し
、
ス
ッ

ポ
ン
ス
ー
プ
の
あ
ん
を
か
け
た
「
ふ
る
さ
と

ま
る
ご
と
『
ま
め
で
ら
丼
』
」
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

どれも工夫を凝らした力作です

地
産
地
消
コ
ン
テ
ス
ト
・
今
年
の
テ
ー
マ
は「
丼
」

10
月
９
日
、
西
和
賀
高
校
伝
統
の
文
化
祭

「
西
高
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
テ

西
和
賀
高
校
で「
西
高
祭
」

西
和
賀
高
校
で「
西
高
祭
」

西
和
賀
高
校
で「
西
高
祭
」

第
19
回
銀
河
ホ
ー
ル
地
域
演
劇
祭

　

10
月
15
日
と
16
日
の
２
日
間
、
西
和
賀
町

文
化
創
造
館
銀
河
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
第
19

回
銀
河
ホ
ー
ル
地
域
演
劇
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
演
劇
祭
は
、
平
成
５
年
の
第
８
回
国

民
文
化
祭
い
わ
て
93
民
話
劇
部
門
の
会
場
に
、

同
年
に
完
成
し
た
銀
河
ホ
ー
ル
が
選
ば
れ
た

こ
と
が
始
ま
り
で
、
そ
れ
以
来
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

地
域
演
劇
祭
へ
の
出
演
団
体
は
、
こ
の
19

年
間
で
67
団
体
（
ぶ
ど
う
座
を
除
く
）
に
及

び
ま
す
。
県
内
外
で
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

を
し
て
い
る
団
体
が
出
演
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
東
京
都
の
「
劇
団
東
海
」
、
花
巻

市
の
「
演
劇
ら
あ
す
」
、
横
手
市
の
「
劇
団

か
ん
じ
き
」
の
ほ
か
、
地
元
西
和
賀
町
の
「
劇

団
ぶ
ど
う
座
」
、
さ
ら
に
今
回
も
町
や
北
上

市
、
横
手
市
在
住
者
な
ど
に
よ
る
シ
ニ
ア
劇

団
「
ふ
き
の
と
う
」
も
出
演
、
全
５
団
体
に

よ
る
演
劇
が
上
演
さ
れ
、
両
日
と
も
銀
河
ホ

ー
ル
は
多
く
の
来
場
者
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。

　

公
演
後
は
合
評
・
討
論
会
が
Ｕ
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
と
し
て
東
京
都
の
歌

舞
伎
劇
団
「
前
進
座
」
の
橋
本
栄
治
さ
ん
を

招
い
て
行
わ
れ
た
合
評
会
で
は
、
今
回
の
演

劇
祭
で
上
演
さ
れ
た
作
品
を
見
た
感
想
や
改

善
点
な
ど
の
ほ
か
、
「
今
、
地
域
演
劇
が
果

た
す
べ
き
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

銀
河
ホ
ー
ル
は
、
も
と
も
と
演
劇
に
適
し

た
ホ
ー
ル
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
「
町

の
芝
居
小
屋
」
と
し
て
、
著
名
な
演
劇
関
係

者
か
ら
も
高
い
評
価
が
あ
り
、
町
民
も
含
め

て
舞
台
芸
術
発
表
の
中
心
施
設
に
な
っ
て
い

ま
す
。

シ
ニ
ア
劇
団
ふ
き
の
と
う

「
に
わ
か
仕
立
て
歌
う
狸
御
殿
」

　

昔
懐
か
し
の
唱
歌
な
ど
の
替
え
歌
が
挿

入
さ
れ
た
楽
し
い
歌
入
芝
居
で
す
。
今
後

は
盛
岡
市
や
大
船
渡
市
で
の
公
演
も
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

劇
団
ぶ
ど
う
座

「
夢
幻
劇　

め
く
ら
ぶ
ん
ど
」

　

創
立
60
周
年
を
迎
え
た
劇
団
ぶ
ど
う
座
。

め
く
ら
ぶ
ん
ど
の
初
演
は
40
年
以
上
前
と

の
こ
と
。

　

死
ん
だ
婆
様
が
亡
霊
と
な
っ
て
現
れ
、

戦
争
に
行
っ
て
死
ん
だ
息
子
を
待
つ
。
そ

こ
に
密
造
酒
の
摘
発
に
税
務
署
の
酒
役
人

が
や
っ
て
き
て
密
造
酒
の
あ
り
か
を
探
ろ

う
と
す
る
が…

。

劇団らあす（花巻市）
「鹿踊りのはじまり」
「らあす」とは宮沢賢治「羅須地人
協会」から命名。花巻を拠点として、
宮沢賢治作品を中心に全国各地で公
演しています。劇の中では本物の鹿
踊りが披露されました。

劇団かんじき（横手市）
「いとしの家族（ふぁみりー）２」
　隣の横手市山内地域を中心にトラ
ックの運転手や公務員、学生や医療
関係者などが集まり活動している劇
団です。

劇団東演
ピアノソナタ「月光」による
「朗読劇　月光の夏」
　1959年に設立。この作品は、劇団の大
切な柱である「平和への願い」という人
類永遠のテーマのもと、積極的に上演を
続けている作品とのことです。
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町
が
所
有
す
る
車
両（
除
雪
機
械
・
軽
自
動
車
等
）

を
、
次
の
と
お
り
売
却
し
ま
す
。
購
入
希
望
者
は
、

湯
田
庁
舎
・
総
務
課
へ
11
月
10
日
（
木
）
の
午
後

５
時
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
売
却
車
両
等
】

　

売
却
車
両
の
詳
細
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

【
売
却
方
法
】

　

見
積
書
（
任
意
様
式
）
に
よ
る
一
般
競
争
入
札
。

【
見
積
条
件
】

・
見
積
書
に
は
、
消
費
税
相
当
額
を
記
載
し
な
い

　

こ
と

・
複
数
車
両
の
購
入
を
希
望
す
る
場
合
は
、
車
両

　

毎
に
別
様
に
見
積
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

【
売
却
条
件
】

・
自
治
体
名
な
ど
が
表
示
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

　

落
札
者
の
責
任
で
消
す
こ
と
。

・
抹
消
登
録
や
名
義
変
更
手
続
き
な
ど
は
、
落
札

　

者
が
行
う
こ
と
。

【
入
札
参
加
資
格
】

　

町
外
居
住
者
も
可
と
す
る
。

【
落
札
通
知
】

　

落
札
通
知
は
、
落
札
者
の
み
行
い
ま
す
。

【
車
両
見
学
会
】

日
時
／
11
月
７
日
（
月
）
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま

　
　
　

で
。

場
所
／
大
沓
除
雪
車
庫
他

町
有
車
両
を
売
却
し
ま
す

①TCM除雪ドーザ12ｔ級 ②ニッセキロータリー除雪車200ｐｓ ③三菱除雪グレーダ

④ダイハツムーブ ⑥三菱図書館車⑤トヨタ給食運搬車

お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課 

☎
8
2

-

3
2
8
１

　町では次のとおり入札を行いました。施工箇所の詳細などは担当課までお問い合わせください。
　工事名は一部省略して記載しています。落札率は、税抜きの予定価格と税抜きの請負額から計算しています。
また、契約額は税込みの金額を表示しています。

入札執行状況

番号／５（学務課）
事業名／湯田学童保育施設駐車場舗装工事
場所／湯田
内容／アスファルト舗装　388㎡　
　　　側溝　22ｍ　ほか
契約者／（有）高橋重機
契約額／457万円
工期／9.30～11.19
落札率／95.6

番号／６（建設課）
事業名／町道貝沢幹線B線外１路線舗装改良工事
場所／貝沢
内容／施工延長　L=640ｍ
　　　舗装工　2,880㎡
契約者／（有）高幸建設
契約額／1,447万円
工期／9.30～12.12
落札率／95.8

番号／７（学務課）
事業名／湯田小学校グラウンドフェンス改修工事
場所／湯田
内容／既存フェンス解体一式
　　　基礎工事一式　ほか
契約者／竹沢工務店
契約額／189万円
工期／9.30～11.28
落札率／91.8

番号／８（町民課）
事業名／沢内庁舎電気室単相変圧器取替工事
場所／太田
内容／単相変圧器取替工事一式　
　　　撤去工事一式　ほか
契約者／（有）佐々木電気店
契約額／179万円
工期／9.30～11.18
落札率／95.0

番号／９（建設課）
事業名／湯田北部・太田・下巾地区地形図作成業務委託
場所／湯田ほか
内容／空中写真撮影　29km
　　　数値図化　0.86km　ほか
契約者／（株）北日本朝日航洋
契約額／788万円
工期／9.30～H24.2.29
落札率／95.4

番号／１０（学務課）
事業名／沢内中学校耐震補強工事実施設計業務委託
場所／太田
内容／設計業務一式　ほか
契約者／鈴木しゅんすけ設計事務所（有）
契約額／714万円
工期／9.30～H24.3.31
落札率／99.3

＜9月27日執行分＞

番号／１（建設課）
事業名／町道下前小繋沢線道路災害復旧工事
場所／下左草
内容／復旧延長　L=20m　
　　　幅員　7.3m　ほか
契約者／（有）鎌田組
契約額／315万円
工期／9.30～12.13
落札率／93.8

番号／２（建設課）
事業名／町道小坂桐沢線道路災害復旧工事
場所／桐沢
内容／復旧延長　Ｌ＝42m
　　　幅員　4ｍ　ほか
契約者／（有）西村組
契約額／84万円
工期／9.30～11.22
落札率／85.0

番号／３（建設課）
事業名／町道弁天線道路災害復旧工事
場所／弁天
内容／復旧延長　L=67.5ｍ
　　　幅員　5.60～6.09ｍ　ほか
契約者／（有）高橋重機
契約額／152万円
工期／9.30～11.30
落札率／95.4

番号／４（建設課）
事業名／準用河川高下川筋左岸河川災害復旧工事
場所／高下
内容／復旧延長　L＝125ｍ
　　　左岸　37.2ｍ
契約者／竹沢工務店
契約額／767万円
工期／9.30～H24.1.10
落札率／94.7

【放射線量測定結果】
単位μSv/時（マイクロシーベルト）

川舟保育所
せんだん保育所
新町保育所
湯本保育園
川尻保育園
沢内小学校　
湯田中学校
沢内中学校
湯田小学校

地上50㎝
0. 055 
0. 055 
0. 051 
0. 042 
0. 048 
0. 030 
0. 047 
0. 043 
0. 019 

地上 1ｍ
0. 051 
0. 048 
0. 058 
0. 053 
0. 043 
0. 025 
0. 052 
0. 038 
0. 015 

地上50㎝
0. 050 
0. 057 
0. 056 
0. 057 
0. 059 
0. 031 
0. 049 
0. 056 
0. 018 

地上 1ｍ
0. 057 
0. 044 
0. 047 
0. 059 
0. 048 
0. 029 
0. 046 
0. 040 
0. 024 

※10秒ごとに６回測定していますが値はその平均値です

９月 22 日㈮ 10 月７日㈮測定地点
（校庭・園庭中央部）

売却車両の詳細
車　　　名

型　　　式

初年度登録

種別・用途

車体の形状

乗 車 定 員

総 排 気 量

燃料の種類

走 行 距 離

車検の状況

売却希望価格

保 管 場 所

Ｓ10改

昭和63年10月

大型特殊

タイヤ・ドーザ

２人

10.30㍑

軽油

68,109㎞

平成24年11月4日

360,000円

ＨＴＲ201

平成3年11月

大型特殊

ロータリ除雪自動車

3人

11.67㍑

軽油

26,317㎞

車検切れ

350,000円

5G

昭和61年10月

大型特殊

グレーダ

2人

11.14㍑

軽油

30,828㎞

平成24年10月26日

900,000円

GH-L910S

平成12年

軽自動車・乗用

箱形

4人

0.65㍑

ガソリン

158,281㎞

車検切れ

15,000円

S-CM65改

平成1年9月

普通・貨物

バン

3人

1.97㍑

軽油

183,715㎞

車検切れ

15,000円

KC-FE516B

平成8年3月

普通・特殊

図書館車

3人

3.56㍑

軽油

25,410㎞

平成24年10月15日

50,000円

大沓除雪車庫前
（西和賀町大沓36-41-9）

①ＴＣＭ除雪
　ドーザ12ｔ級

大沓除雪車庫前
(西和賀町大沓36-41-9)

②ニッセキ
　ロータリ除雪車200ps級

大沓除雪車庫前
（西和賀町大沓36-41-9）

③三菱除雪
　グレーダ

湯田庁舎
(西和賀町川尻40-40-71)

④ダイハツ
　ムーブ

沢内庁舎
(西和賀町沢内字太田2-81-1)

⑤トヨタ
　給食運搬車

大沓除雪車庫前
(西和賀町大沓36-41-9)

⑥三菱
　図書館車
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実りの秋・今年の収穫はいかに 湯田小学校全校で稲刈り作業

　10月４日㈫、湯田小学校（高橋勝広校長・122人）で全校による稲刈
り作業が行われました。前日までの雨が見事に上がり、稲刈り日よりと
なったこの日は、４、５年生が刈り取り、６年生が刈り取った稲の束ね
方、３年生以下が運び方を行いました。今回も学区の老人クラブからじ
いちゃん、ばあちゃん先生９人が駆けつけ、カマの使い方や束ね方など
を指導しました。およそ１時間ほどで田んぼいっぱいの稲は刈り取ら
れ、ハセにかけられました。終わりの会で６年生の梅川晃平くんは「初
めて束ね方をしましたが、教わったとおりに出来たのでうれしかったで
す。11月の収穫祭ではお世話になった皆さんに来て欲しいです」と感想
を話していました。
　湯田小学校では、11月に収穫祭でお世話になった皆さんを招待し、取
れたお米でおにぎりや味噌汁などを自分達で料理し食べてもらう予定し
ているほか、今回取れたお米の一部を東日本大震災で被災した沿岸の小
学校に届ける予定にしています。

道路や水路などの管理は協力体制で アドプト制度を導入

　町とにしわが建設会（菅原政一会長）、西和賀土地改良区（為田収一
理事長）の３者は、地域の共有財産である農業用水路の清掃・緑化活動
等を協働で行うことにより、農業用水利施設等への愛着心を深め、利用
者のマナー向上と清潔で快適な地域づくりをしていくための協定（アド
プト協定）を結んでいます。
　このアドプト協定による草刈り作業が９月17日、にしわが建設会が中
心となり行われました。協定を結んでいる弁天地区の区間およそ１㎞の
水路敷地の草刈りやゴミ拾いを行い、整備を行いました。
　アドプト制度とは、道路・水路等の公共施設の一部の区域や区間を
「養子」とみなして、住民、団体、企業等が「里親」となり、「養子」
となった施設の一部（区域等）を責任をもって保守管理していく制度で
す。（アドプト⇔養子縁組）

　９月23日㈯・24日㈰の２日間、北上市で「いわてＢ級ご当地グルメ 
inきたかみ」が開催され、県内外から「北上コロッケ」や「鹿角ホルモ
ン」などのＢ級グルメが多数出店し、西和賀町からは味工房かたくり
（中村キミイ代表）による「ビスケットの天ぷら」が２年連続で出店
されました。
　両日とも好天に恵まれ、会場内は多くの人で賑わいを見せ、中でも
「ビスケットの天ぷら」はテント前に長蛇の列ができるほどの大人気
で、スタッフは休憩時間を削って対応するなど嬉しい悲鳴となり、２
日間で約2600個を販売しました。
　最近ではテレビで取り上げられる機会も増えたことから「テレビで
見て食べたかった」という来場者も多く「ふわふわして美味しい」と
多くの人に喜ばれ「西和賀町」と「ビスケットの天ぷら」を大いにＰＲ
できた２日間となりました。

ふるさとを外来種から守ろう 特定外来生物「アレチウリ」駆除大作戦

大好評！ビスケットの天ぷら 第２回「いわてＢ級ご当地グルメ in きたかみ」

地域の共有財産を連携して守ります

たくさんの人に食べてもらいました

駆除作業を継続することで根絶に繋がります

ずっしと重い稲を運びました

　９月17日、焼地台公園付近で湯田ダムビジョン推進協議会の呼びかけ
により町内外のボランティア22人が、ここ数年で和賀川流域に繁殖して
いる特定外来生物「アレチウリ」の駆除を行いました。
　このアレチウリの原産国は北アメリカで、昭和27年に静岡県清水港で
初めて生育が確認され流水や土砂の移動により種子が広がったと考えら
れています。
　主な生育地は耕作地や河川の周辺などで、栄養が豊富で日当たりがよ
い場所に生育します。「アレチウリ」は一年草で、冬になるとすべて枯
死しますが、翌年以降は散布された種子から発芽し成長します。
　このアレチウリの駆除方法としては、年に一度の除去では効果がなく
複数回の抜き取りや刈り払いを実施することが必要です。また、種子が
できる前に複数回の除去を行った場合、５年程度続ければ根絶に繋がる
といわれており、今後も継続的な駆除作業が求められています。
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○
湯
田
庁
舎
町
長
室
か
ら
見
え
る
ハ
ン

テ
ン
ボ
ク
が
今
年
も
黄
金
色
に
輝
い

て
い
ま
す
。
一
年
を
通
し
て
最
も
色

鮮
や
か
な
季
節
、
紅
葉
の
山
並
み
は

西
和
賀
の
自
慢
で
す
。

○
北
上
地
区
消
防
組
合
主
催
の
「
北
上
・

横
手
消
防
本
部
消
防
救
助
技
術
大
会
」

が
17
日
に
北
上
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
「
ロ
ー
プ
登
は
ん
」
「
は
し
ご

登
は
ん
」
「
引
揚
救
助
」
な
ど
。
高

さ
15
Ｍ
の
目
標
ま
で
僅
か
10
数
秒
で

登
り
き
る
な
ど
見
事
な
訓
練
の
姿
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
西
和
賀
町

の
署
員
も
大
活
躍
で
う
れ
し
く
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
音
声
告
知
放
送（
従
来
の
有
線
放
送
）

の
本
ス
タ
ー
ト
時
に
、
町
長
の
あ
い

さ
つ
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
「
銀

河
高
原
前
の
バ
ス
停
で
の
高
校
生
の

あ
い
さ
つ
」
に
感
動
し
た
観
光
客
の

お
話
。
続
き
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し

た
。
『
都
会
の
人
間
に
は
、
新
鮮
な

驚
き
と
、
人
間
と
し
て
最
低
あ
る
べ

き
姿
を
見
せ
ら
れ
た
様
な
衝
撃
で
し

た
。
素
直
に
育
っ
た
お
嬢
さ
ん
の
さ

ら
な
る
成
長
と
も
っ
と
幼
い
お
子
さ

ん
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
』私
の
同
級
生
か
ら「
孫

が
放
送
を
聞
い
て
喜
ん
で
い
た
よ
」

と
話
が
あ
っ
た
の
は
た
だ
の
偶
然
で

は
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

○
個
別
対
話
の
中
で
す
が
、
「
う
ち
の

子
が
、
小
学
校
の
時
に
劇
で
深
澤
晟

雄
の
役
を
や
っ
た
影
響
で
、
将
来
、

晟
雄
に
な
る
か
医
者
に
な
っ
て
地
域

の
役
に
立
ち
た
い
と
い
っ
て
い
る
」

と
。
私
は
一
瞬
心
が
震
え
ま
し
た
。

小
さ
い
町
で
は
あ
る
が
、
将
来
に
輝

く
も
の
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
さ
っ
そ
く
９
月
議
会
に
「
西

和
賀
町
医
師
養
成
修
学
資
金
貸
与
条

例
」
改
正
案
を
提
案
、
議
決
さ
れ
ま

し
た
。
役
に
立
て
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。

○
９
月
盛
岡
で
開
催
さ
れ
た
『
感
謝
・

感
動
大
学
』
を
受
講
。
１
、
朝
、
あ

い
さ
つ
を
す
る　

２
、
呼
ば
れ
た
ら

「
は
い
」
と
は
っ
き
り
返
事
を
す
る

３
、
は
き
も
の
を
脱
い
だ
ら
そ
ろ
え
、

席
を
立
っ
た
ら
イ
ス
を
入
れ
る
。
こ

の
３
つ
さ
え
子
供
に
し
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
ら
、
親
と
し
て
の
責
任
は

果
た
し
た
と―

国
民
教
育
の
父
と
い

わ
れ
た
森
信
三
先
生
の
教
え
で
す
。

感
謝
。

NISHIWAGA－2011.10.

税
務
会
計
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

お
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
会
計
課　

☎
8
2

-

3
2
8
3

必
要
に
な
り
ま
す
。

ア　

募
金
団
体
が
交
付
し
た
受
領
書
又
は

　
　

預
り
証

イ　

次
の
①
及
び
②
の
書
類
等
（
募
金
団

　
　

体
が
日
本
赤
十
字
社
又
は
中
央
共
同

　
　

募
金
会
で
あ
る
場
合
に
は
次
の
①
）

①　

振
込
依
頼
書
の
控
え
又
は
郵
便
振
替

　
　

の
半
券
（
と
も
に
原
本
に
限
り
ま
す
）

②　

①
の
書
類
等
に
記
載
さ
れ
た
口
座
が
、

　
　

募
金
団
体
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
義
援

　
　

金
等
の
専
用
口
座
で
あ
る
こ
と
が
確

　
　

認
で
き
る
新
聞
記
事
、募
金
用
要
綱
等
。

ウ　

新
聞
社
等
が
募
金
団
体
で
あ
る
場
合

　
　

に
お
け
る
寄
付
者
の
氏
名
等
を
記
載

　
　

し
た
新
聞
記
事
等
（
住
所
、
氏
名
及

　
　

び
寄
附
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も

　
　

の
に
限
る
。
）

■
個
人
住
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除
の
下
限

　

額
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

　

平
成
23
年
１
月
１
日
の
寄
付
金
か
ら
、

個
人
住
民
税
の
寄
付
金
税
額
控
除
の
適
用

下
限
額
が
こ
れ
ま
で
の
五
千
円
か
ら
二
千

円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
次
の
寄
附

金
が
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
都
道
府
県
・
市
区
町
村
へ
の
寄
附
金

　

（
い
わ
ゆ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
）

・
岩
手
県
共
同
募
金
会
・
日
本
赤
十
字
社

　

岩
手
県
支
部
へ
の
寄
附
金

・
条
例
で
指
定
さ
れ
た
寄
附
金
（
対
象
の

　

寄
付
先
は
西
和
賀
町
内
に
事
務
所
又
は

　

事
業
所
を
有
す
る
社
会
福
祉
法
人
に
限

　

る
。
）

※

寄
附
金
税
額
控
除
は
、
寄
附
金
の
年
間

　

総
合
計
額
の
う
ち
総
所
得
金
額
の
30
％

　

以
下
の
額
ま
で
を
対
象
と
し
て
適
用
し

　

ま
す
が
、
そ
の
寄
附
金
が
特
定
寄
附
金

　

に
該
当
す
る
場
合
は
所
得
金
額
の
40
％

　

相
当
額
が
限
度
と
な
り
ま
す
。

■
東
日
本
大
震
災
に
伴
い
所
得
税
や
町
税
な
ど

　

の
税
制
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

・
雑
損
控
除
お
よ
び
雑
損
失
の
繰
越
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
住
宅
や
家
財
な

ど
の
損
失
が
あ
っ
た
人
は
、
平
成
22
年
分
又

は
平
成
23
年
分
の
い
ず
れ
か
の
年
分
を
選
択

し
て
、
こ
れ
ら
の
軽
減
等
の
措
置
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
対
象
年
分
だ
け

で
は
控
除
し
き
れ
な
い
損
失
の
繰
越
控
除
に

つ
い
て
、
そ
の
年
分
の
翌
年
以
後
５
年
間
に

わ
た
り
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
震
災
に
よ
る
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害

を
受
け
た
人
は
、
損
害
金
額
に
基
づ
き
計
算

し
た
金
額
を
所
得
か
ら
控
除
す
る
方
法
（
所

得
税
法
に
基
づ
く
「
雑
損
控
除
」
と
い
い
ま

す
。
）
ま
た
は
、
「
災
害
減
免
法
」
に
定
め

る
税
金
の
軽
減
免
除
に
よ
る
方
法
の
ど
ち
ら

か
有
利
な
方
法
で
、
所
得
税
の
軽
減
又
は
免

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
続
き
の

際
に
は
、
市
町
村
か
ら
交
付
さ
れ
た
「
り
災

証
明
書
」
な
ど
申
告
に
必
要
な
書
類
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.nta.go.jp/

）
か
、
税
務

会
計
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な

お
、
こ
の
控
除
の
適
用
は
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
住
宅
や
家
財
等
の
損
失
に
限
り
ま
す
。

・
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
適
用
期
間

　

の
延
長
に
つ
い
て

　

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
適
用
を

受
け
て
い
た
住
宅
が
震
災
に
よ
り
居
住
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
で
も
、
控
除
の
適
用
期
間

内
は
平
成
25
年
度
分
以
後
の
住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
義
援
金
等
の
寄
附
に
つ
い
て（
特
定
寄
附
金
）

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
を
支
援
す
る
た

め
の
義
援
金
等
は
「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
と

し
て
、
寄
附
金
税
額
控
除
の
適
用
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
控
除
の
適
用
を
う
け
る
場
合
に

は
、
次
に
揚
げ
る
ア
か
ら
ウ
の
い
ず
れ
か
が
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西和賀に
㉑

▶世帯数と人口を教えてください。
　世帯数は47世帯、人口は161人
です。（９月末現在）
▶行政区の範囲は
　東大野区は、和賀川の東側で15
地割～17地割までが内の沢、18地
割～21地割までが分訳の２集落で
構成されています。
▶東大野区の見どころは
　内の沢には、旧沢内第一小学校校歌に歌われた志賀
来山の麓に温泉付き宿泊施設沢内バーデンがあり、そ
の周辺に志賀来ドーム、スキー場、キャンプ場、野外
ステージ、福祉施設のカタクリの園などがあります。
また、高橋一三さん宅のそばには町指定文化財のストー
ンサークルがあります。
　分訳には、鍵飯、分訳、槻沢地区の先人達が北部幹
線水路と開田工事を実施した記念碑があります。この
工事は、昭和７年に着手し昭和16年の完成にいたるま
でおよそ10年の年月をかけ行われました。幹線水路は、
猿橋弁天島の和賀川取入り口より湯本に至る三里半（14
キロ）におよぶものです。また、開田工事は、昭和16
年に180町歩余りの美田が完成し米の増産に尽力した

と記念碑に記されてい
ます。現在は、平成９
年～14年間に中山間整
備事業と東側幹線道路
改修工事により耕作放
棄地のない地区であり
ます。

おらほの見どころ

東大野区 お話を聞きました
行政区長　羽柴　盛人さん

▲当時の工事の様子が刻まれた記念碑▲当時の工事の様子が刻ま

―ともに歩む― ㉑

　町野球協会、錦秋カップ実行委員会、西和賀高校野球部の３
団体は、９月17、18日の両日に錦秋湖グラウンドで行われた第
66回天皇賜杯全日本軟式野球大会で、連携協力し裏方として活
躍しました。
　この大会は、社会人軟式野球の最高峰の大会と言われており、
過去に一度も岩手県では開催されていませんでした。今大会が
岩手県での開催と決まり、さらに本町の錦秋湖グラウンドが県
内８会場の一つに選ばれ、３年前から準備を進めてきました。
　主に、野球協会で総務全般を、錦秋カップ実行委員会と西和
賀高校野球部がグラウンド整備やボールボーイを行い、分刻み
の大会日程を見事成功裏に収めました。
　この経験が自信となり、それぞれの団体での活躍が期待され
ます。

岩手県

秋田県

主要地方道
盛岡横手線

国
道
1
0
7
号

東大野区

連携し全日本軟式野球大会を成功裏に収める

▲無事大会を終え、笑顔で記念撮影

西和賀町野球協会・錦秋カップ実行委員会・
西和賀高校野球部

小学校で稲作指導21年

新　田　幾　雄さん（64歳）両沢

▶沢内小学校では何を
　４aにもち米を作っています　

▶ご自身の農業規模は
　稲作を2.5ha、ゆり30a、りんどうを50aほどやっています

▶指導のきっかけは
　初めは猿橋小学校に自分の子どもがいたのでＰＴＡとし
て指導していました。それからずっとになります。途中数
年、学校の方針でこのような指導は家庭でやるものだとい
うことで中断していた時期があります。でも、やはり必要
だということで教育振興会が中心となり再開し今に至って
います。

▶子ども達の仕事ぶりは
　家でやらないわりには手際よくやっていますね。はりき
ってやっていますよ。

▶今年の出来具合は
　自分の家のを刈ってみるとあまり多いとはいえませんが
いいほうだと思います。

▶子ども達に一言
　お米は、時代が変わっ
ても苦労して作られてい
ます。そのことを理解し
て、より一層お米を大事
にしていって欲しいです。

▲稲の結び方を指導する新田さん



　

10
月
31
日
に
次
の
日
程
で
献
血
を
行
な
い

ま
す
。（
200
㎖
、
400
㎖
献
血
で
す
）

　

皆
さ
ん
か
ら
の
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
献
血
日
／
10
月
31
日
㈪

●
会
場
・
時
間
／

　

役
場
沢
内
庁
舎　

9
時
30
分
〜
11
時
00
分

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ぶ
な
の
園

12
時
00
分
〜
13
時
00
分

　

花
巻
農
協
西
和
賀
統
括
セ
ン
タ
ー（
大
野
）

14
時
30
分
〜
16
時
00
分

●
問
合
先
／
町
民
課
☎
85
2
1
1
1

【
耐
震
診
断
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
】

　

今
の
住
宅
の
状
況
を
知
り
た
い
、
ま
た
は

心
配
な
こ
と
が
あ
る
人
は
自
宅
が
地
震
に
強

い
か
ど
う
か
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
住
宅
／
町
内
の
住
宅
で
下
記
の
要
件

　

を
満
た
し
て
い
る
住
宅
が
対
象
で
す
。

・
昭
和
56
年
6
月
以
前
に
着
工
し
た
住
宅
で

　

昭
和
56
年
以
後
増
築
し
て
い
な
い
住
宅

・
平
屋
建
て
若
し
く
は
2
階
建
て
の
住
宅

・
木
造
軸
組
工
法
ま
た
は
伝
統
的
工
法

●
申
込
方
法
／
役
場
建
設
課
に
お
電
話
下
さ

　

い
。
書
類
を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
。

●
募
集
戸
数
／
3
戸

●
診
断
費
用
／
3
，0
0
0
円
（
3
0
，0
0

 

0
円
の
う
ち
2
7
，0
0
0
円
を
町
で
補

　

助
し
ま
す
）

●
診
断
方
法
／
県
で
認
定
し
て
い
る
木
造
住

　

宅
耐
震
診
断
士
が
自
宅
に
伺
い
診
断
し
ま

　

す
。

【
耐
震
改
修
し
ま
せ
ん
か
？
】

　

地
震
に
強
い
住
宅
に
す
る
た
め
、
補
強
工

事
を
実
施
す
る
方
に
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者
／
西
和
賀
町
内
の
住
宅
で
下
記
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

・
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
判
定
値
が
1.0
以
下

　

の
住
宅
所
有
者

・
町
税
等
町
に
対
す
る
責
務
を
滞
納
し
て
い

　

な
い
人

●
対
象
住
宅
／
耐
震
診
断
事
業
と
同
じ
要
件

　

で
す
。

●
募
集
戸
数
／
1
戸

●
補
助
金
／
工
事
費
の
2
分
の
1
（
上
限
60

　

万
円
）

●
問
合
先
／
建
設
課
☎
82
3
2
8
8

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
に

大
切
に
保
管
を
〜

○
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
及
び
住
民
税

　

の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料
控

　

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
そ
の
年
の
1

　

月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た

　

保
険
料
が
該
当
）

○
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ

　

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け

　

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
平
成
23
年
1
月
1

　

日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金  

　

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
に
対
し
「
社
会

　

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

　

書
」
が
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
ま
で
に

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
年

　

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の

　

証
明
書
（
又
は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て

　

く
だ
さ
い
。

○
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

　

場
合
も
、
納
付
し
た
本
人
の
社
会
保
険
料

　

控
除
の
申
告
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証

　

明
書
を
添
付
し
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
／
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示

　

さ
れ
て
い
る
年
金
事
務
所

　

ま
た
は
町
民
課
☎
85
2
1
1
1

　

県
で
は
、
平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し

た
震
災
に
よ
る
被
災
者
の
火
葬
に
つ
い
て
、

御
遺
族
が
負
担
し
た
火
葬
費
用
の
清
算
を
行

っ
て
い
ま
す
。
沿
岸
の
被
災
市
町
村
で
被
災

し
、そ
の
後
亡
く
な
っ
た
人
等
が
清
算
の
対
象

で
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
経
費
対
象
／
ひ
つ
ぎ
、
骨
箱
、
火
葬
場
使

　

用
料
、
遺
体
運
搬
料
等
（
葬
儀
費
用
は
対

　

象
外
）

●
必
要
書
類
／
火
葬
許
可
証
の
写
し
や
領
収

　

書
な
ど

●
申
請
受
付
期
間
／
11
月
30
日
㈬
ま
で
（
当

　

日
消
印
有
効
）

●
問
合
先
／
県
庁
県
民
く
ら
し
の
安
全
課　

　

☎
0
1
9
―

6
2
9
―

6
8
7
6

　
（
平
日
9
時
〜
17
時
ま
で
）

　

労
働
者（
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）を
1
人
で

も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。

　
「
労
働
保
険
」
は
政
府
が
管
理
、
運
営
し

て
い
る
強
制
的
な
保
険
で
あ
り
、
原
則
と
し

て
労
働
者
を
1
人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
、
事

業
主
は
労
働
保
険
に
加
入
し
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
岩
手
労
働
局
総
務
部
労

働
保
険
徴
収
室
、
花
巻
労
働
基
準
監
督
署
ま

た
は
北
上
公
共
職
業
安
定
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
／
岩
手
労
働
基
準
局
総
務
部
労
働

　

保
険
徴
収
室
☎
0
1
9
―

6
0
4
―

3
0
0

 

3
、
花
巻
労
働
基
準
監
督
署
☎
0
1
9
8

 
―

2
3
―

5
2
3
1
、
北
上
公
共
職
業
安
定

　

所
☎
63
3
3
1
4

　

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
等
薬
物
乱
用
は
、
依
然

と
し
て
跡
を
絶
え
ず
、
最
近
で
は
乱
用
さ
れ

る
薬
物
も
多
様
化
す
る
と
と
も
に
、
青
少
年

等
の
一
般
層
へ
の
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
憂

慮
す
べ
き
事
態
に
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
薬
物
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
薬

物
乱
用
を
許
さ
な
い
健
全
な
社
会
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。
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役
場
か
ら

「
献
血
に
ご
協
力
を
」

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」が
発
行
さ
れ
ま
す

住
宅
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
の
お
知
ら
せ

労
働
保
険
へ
の
適
正
な

加
入
を
お
願
い
し
ま
す

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
運
動

（
11
月
30
日
ま
で
）

国
や
県
か
ら

被
災
者
に
係
る
火
葬
費
用
の

清
算
に
つ
い
て

今
月
納
め
て
い
た
だ
く

　
　
　
　
　
　 

税
金
と
納
期
限

町
県
民
税　
　
　
　
　
　
　
　

3
期

国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　
　

4
期

介
護
保
険
料　
　
　
　
　
　
　

4
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

4
期

※

納
期
間
及
び
口
座
振
替
日
は

　
　
　
　
　
　
　
10
月
31
日
㈪
で
す
。



　

な
お
、
中
部
保
健
所
で
は
、
薬
物
乱
用
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
る
と
と
も
に
、
啓

発
用
ビ
デ
オ
等
を
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
／
岩
手
県
中
部
保
険
所　

環
境
衛

　

生
課
☎
0
1
9
8
―

2
2
―

2
3
3
1

　

西
和
賀
地
区
食
の
匠
連
絡
会
、
西
和
賀
町

担
い
手
育
成
支
援
協
議
会
で
は
、
西
和
賀
町

の
伝
統
菓
子
「
た
ん
き
り
飴
」
作
り
の
講
習

会
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
次
の
と
お
り
で

す
が
、
参
加
者
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
お

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
11
月
9
日
㈬
10
時
〜
15
時

●
場
所
／
母
ち
ゃ
ん
の
店
わ
が
や
（
沢
内
字

　

貝
沢
3
―

161
―

1
・
☎
85
5
3
2
0
）

●
定
員
／
先
着
20
人

●
参
加
費
／
1
，0
0
0
円
（
昼
食
代
）

●
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、

　

筆
記
用
具
、
上
履
き
用
の
運
動
靴
（
飴
を

　

引
っ
張
る
と
き
に
足
が
す
べ
り
ま
す
）

●
申
込
期
限
／
11
月
2
日
㈬

●
申
込
方
法
／
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を

　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い

●
申
込
先
／
西
和
賀
普
及
サ
ブ
セ
ン
タ
ー　

　

担
当　

佐
藤
千
秋
☎
82
3
1
2
5　

　

℻
82
2
2
1
2

項　　目
転　　　入
転　　　出
出　　　生
死　　　亡
人　　　口
男
女

世　帯　数

（　）は1月からの累計

物損 人身 負傷 死亡 飲酒区分
実数
累計

7 0
（2）

0
（2）

0
（0）

0

3
7
0
14

6，753
3，167
3，586
2，462

5
5
0
9
18
8
10
6

－
－

＋
－
－
－
－

（0）

火災・救急の状況

実　　数 前月との比較※掲載を希望しないこともできます。届け出の際にお申し付けください。
（敬称略） 9月16日～10月15日受付分戸籍の窓戸籍の窓戸籍の窓

（9月分）

交通事故の状況 （9月分）

住民の動き （9月末）

（115）
（　）は1月からの累計

交　通 急　病
救急出場件数

火災出場件数

区分

区分

件数

人員
搬送

合計
その他

（5件）
1件

件数
（2件）
0件

（4人）
1人

（104件）
11件

（96人）
11人

（84件）
11件

■救急

■火災

（76人）
9人

（193件）
23件

（176人）
21人

お 悔 や み 申 し 上 げ ま す

9月18日

9月22日

9月22日

9月25日

9月28日

10月 1日

10月 5日

10月 7日

10月 7日

10月13日

10月13日

（82歳）

（98歳）

（59歳）

（91歳）

（94歳）

（75歳）

（80歳）

（87歳）

（86歳）

（81歳）

（100歳）

両　沢

新　町

鍵　飯

耳　取

上野々

大　野

長瀬野

湯　本

川　舟

貝　沢

湯　田

　々木　榮　一
北　島　ト　ミ
柿　澤　　　夫
髙　橋　チ　ヨ
　　井　キ　ミ
髙　橋　　　　
　　井　　　豪
髙　𣘺　敬　　
深　澤　タ　ケ
小　野　軍　　
南　川　サ　ノ

ご 誕 生 お め で と う ご ざ い ま す

髙　橋　大　和

大　石　　　陽

（男）

（男）

順　一

大　

大　野

新　町

やまと

　　　　はる
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そ
の
他

西
和
賀
伝
統
菓
子

「
た
ん
き
り
飴
」
講
習
会
開
催

　西和賀町文化創造館銀河ホールにおいて、劇団わ
らび座によるミュージカル 「アテルイ」 が上演され
ます。原作は本町とも縁のある作家・高橋克彦さん
です。前売券は10月20日㈭から発売しております。
座席数に限りがありますので、お早めにお買い求め
ください。
●日　時／11月27日㈰
　　　　　午後2時開演（午後1時30分開場）
●場　所／西和賀町文化創造館銀河ホール
　　　　　（☎82-3240）
●料　金／一般前売2,000円（当日2,500円）
　　　　　小中高生  500円（当日同額）
●前売券取扱所／銀河ホール、巣郷いこいの家、味
　処いろり、サロン・ド愛、ヤマザキショップ、珈
　琲やまもと、丑の湯、みなみかわ商店、佐井商店、
　六戸商店、猿橋商店、丸善商店、北村商店
※本公演は宝くじの助成を受けて実施しています。
【子役を募集します】
　銀河ホールで上演される 「アテルイ」 に出演する
子役（アテルイの子・ホシマル役）を募集します。
性別、年齢は問いませんが、衣装の都合上、身長が
105cm～115cmのお子様といたします。公演本番では、
簡単なセリフが3回ありますが、当日3時間前に来
ていただければ結構です。
　詳しいことにつきましては、銀河ホール（☎82-3240）
担当：高橋光世までお問い合わせください。

「アテルイ」 公演のお知らせ「アテルイ」 公演のお知らせ
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正
月
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、

お
盆
と
そ
れ
ぞ
れ
の
錦
秋
湖
を
掲
載

し
て
頂
き
、
最
後
は
そ
の
名
の
通
り

紅
葉
真
っ
盛
り
の
錦
秋
の
湖
を
撮
り

た
か
っ
た
の
で
す
が
・
・
・
。
一
周

忌
の
帰
省
で
は
ま
だ
早
く
、
ほ
ん
の

小
さ
な
秋
の
錦
秋
湖
で
し
た
。 

　

こ
の
季
節
に
帰
る
事
は
め
っ
た
に

有
り
ま
せ
ん
が
、
昨
年
父
と
母
は
相

次
い
で
逝
っ
て
し
ま
っ
た
後
に
、
本

当
に
す
ば
ら
し
い
錦
秋
湖
を
私
に
導

い
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
　

（
平
成
23
年
10
月
９
日
撮
影
）

　

８
月
上
旬
の
あ
る
朝
、
足
の
親
指

付
け
根
の
鈍
痛
に
我
慢
で
き
ず
病
院

に
行
っ
た
所
「
痛
風
で
す
」
の
診
断
。

会
社
員
時
代
に
定
期
健
診
で
尿
酸
値

が
高
く
要
注
意
で
は
あ
っ
た
も
の
の

足
指
の
痛
み
は
初
め
て
の
事
。

　

尿
酸
値
を
下
げ
る
に
は
食
事
療
法

と
適
度
な
運
動
が
必
要
と
の
先
生
の

言
葉
に
、
美
食
は
な
い
し
ビ
ー
ル
の

飲
み
す
ぎ
か
な
と
思
い
つ
つ
翌
日
か

ら
生
活
習
慣
改
善
に
挑
戦
。
食
事
は

野
菜
を
多
く
摂
り
ご
飯
は
少
な
め
、

酒
は
ビ
ー
ル
派
か
ら
焼
酎
派
へ
、
そ

し
て
運
動
は
一
日
40
分
〜
60
分
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
時
間
は
、
当
初

午
前
と
午
後
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
が
今

は
食
前
の
朝
の
時
間
帯
に
定
着
。
朝

町
道
を
歩
く
と
子
リ
ス
と
出
会
っ
た

り
、
栗
や
胡
桃
を
拾
っ
た
り
と
得
し

た
気
分
、
最
た
る
お
得
は
澄
ん
だ
朝

の
空
気
が
旨
い
こ
と
。

　

先
日
ド
ッ
ク
が
あ
り
検
査
の
結
果

努
力
の
甲
斐
が
あ
っ
て
、
尿
酸
値
の

数
値
が
半
分
以
下
に
低
下
。
で
も
、

油
断
は
大
敵
、
痛
風
と
の
闘
い
は
こ

れ
か
ら
。

　

最
近
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
は
、
65

歳
以
上
の
体
力
が
年
々
向
上
し
て
い

る
と
か
。
健
康
維
持
の
た
め
食
事
や

運
動
に
気
を
配
り
、
日
夜
奮
闘
し
て

い
る
年
代
。
わ
れ
ら
中
高
年
、
な
ん

と
言
っ
て
も
健
康
こ
そ
一
番
の
宝
物
。

　

（
広
報
編
集
委
員　

高
橋
定
雄
）

　

９
月
中
旬
か
ら
10
月
に
か
け
て
町

内
外
で
多
く
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
今

年
の
山
口
国
体
で
の
米
澤
く
ん
、
米

倉
く
ん
の
ダ
ブ
ル
入
賞
は
本
当
に
う

れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
み
ん
な

そ
れ
ぞ
れ
努
力
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種

目
で
勝
利
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
種
目
は
違
え
ど
全
国

大
会
で
２
位
、
３
位
。
西
和
賀
町
民

と
し
て
誇
り
に
思
い
ま
す
。

（
総
務
課
広
報
担
当　

東　

清
彦
）

編
集
後
記

て

に

を

は

正
お
盆

し
て葉かのさここ

有
り て

紅
葉

た
か

忌小
さこ

写
真
ス
ケ
ッ
チ

広報にしわがでは「西和賀写真スケッチ」に
掲載する写真を募集しています。

送付先／〒029-5512 岩手県和賀郡西和賀町川尻40-40-71
　　　　西和賀町役場総務課広報係まで
電子メール／soumu@town.nishiwaga.lg.jp

○写真の題材やカメラの種類は問いません。
○写真データまたはプリント写真に、100字程度のコメント、
　撮影場所、撮影者の住所と氏名を添えて役場総務課までお
　送りください。（郵送または電子メール）
○お送りいただいた写真が多数の場合は、１点選考させて頂
　きます。あらかじめご了承ください。

募集

「
小
さ
な
秋
」

おすすめの一品
ヒマラヤヒラタケきんぴらごぼう

豚ひき肉の代わりに、油揚げを入れるとヘルシーに

①ヒマラヤヒラタケを食べやすい大きさに切り、ゴボウとニンジ
　ンはさきがきして水に浸しあく抜きをしておきます。
②しょうゆ、みりん、砂糖、お酒、かつお顆粒だしを計量カップ
　などの容器に混ぜておきます。
③フライパンにごま油を入れ、弱火で豚ひき肉うを炒めます。
④豚ひき肉に火が通ったら、ゴボウ、ニンジンを入れて炒めます。
⑤すべてに火が通ったら、ヒマラヤヒラタケを入れて少々炒め、
　あわせ調味料を加え全体に味がなじんだら完成です。

作り方

材料 ヒマラヤヒラタケ（水煮）１袋、ゴボウ1/2本、ニンジン1/2本、
豚ひき肉適量、油揚げ適量、調味料

撮
影
者
：
高
橋
敏
直
（
神
奈
川
県
平
塚
市
）

Vol.45

■紹介者　菅田　敬さん（左草）


